
［３－Ａ－０１］横浜市地域交通サポート事業 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 交通事業者、地域住民、横浜市 

実施時期  

（期間） 
平成 19 年 6 月～ 

対象地域 市内全域 

実施段階 検討段階～本格実施 

実施目的 既存バス路線がない地域等における生活に密着した交通手段の導入 

コスト及び  

財源 

○ 地域活動に対する補助金 

○ 運行計画案の検討等に対する支援（アンケート調査分析等） 

○ 実証運行に関する補助金（運賃収入等と運行経費の差額補填等） 

実施概要 

【事業概要】 

生活に密着した地域交通の導入に向けて、地域の主体的な取組によって移動手段の確保や持

続可能な運行がスムーズに進むように、地域に対して様々な支援を行う事業。 

駅から離れた住宅地や、駅徒歩圏でも山坂の多い地区等において、通院、買い物など様々な目

的での移動手段の確保を目的とする。 

 

【基本的な考え方】 

（１）安全・安心な運行 

道路運送法による事業許可を得た交通事業者による運行を基本とする。 

（２）地域の盛り上がり 

地域で継続的に話し合いができるグループ（※1）を結成し、地域の交通手段を地域の力で実

現していくという意識を醸成するとともに、多くの方が継続的に利用することで安定した経営を目

指す。 

  （※1）横浜市地域まちづくり推進条例に基づくグループ 

（３）行政からの財政支援に頼らない運行 

利用者より収受する運賃及び地域の資金（協賛金、自治会の負担金等）による自立的な運行

を前提とする。採算性を検証する実証運行においては、引き続き運行経費との赤字分と初期費

用について支援する。ただし、採算が見込みにくいワゴン型車両による運行地区においては、本

格運行時の車両確保に必要な費用についても支援する。加えて、小規模需要への対応として、

地域自らが運行を担うボランティアバスや民間事業者が運行する地域貢献送迎バスにより、地

域の移動手段を確保する取組も支援する。 
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実施結果 

【本格運行中】 

戸塚区上矢部地区 平成 21 年６月～  ［運行事業者 神奈川中央交通］ 

戸塚区小雀地区 平成 21 年７月～  ［運行事業者 共同］ 

金沢区六浦地区 平成 21 年９月～  ［運行事業者 京浜急行バス］ 

港南区日野ヶ丘地区 平成 24 年４月～  ［運行事業者 神奈川中央交通］ 

磯子区磯子台団地地区 平成 26 年２月～  ［運行事業者 京浜急行バス］ 

泉区下和泉地区 平成 26 年４月～  ［運行事業者 天台観光］ 

緑区青砥・北八朔地区 平成 26 年５月～  ［運行事業者 東急バス］ 

青葉区玉川学園台地区 平成 26 年８、９月～［運行事業者 東急バス、小田急バス］ 

金沢区片吹地区 平成 28 年 10 月～ [運行事業者 京急バス] 

金沢区高舟台地区 平成 28 年 12 月～ [運行事業者 京急バス] 

緑区武蔵中山台地区 平成 29 年２月～  [運行事業者 神奈川中央交通] 

金沢区釜利谷地区 平成 29 年 12 月～ [運行事業者 京急バス] 

保土ケ谷区境木地区 平成 30 年 10 月～ [運行事業者 横浜市交通局] 

緑区山下地区 平成 31 年４月～  [運行主体(一社)山下地区安全・安心まちづくり協議会] 

都筑区都田地区      令和元年 12 月～  [運行主体 (一社)ボラバスと地域福祉の会] 

旭区旭中央地区      令和２年７月～   ［運行事業者 ヒノデ第一交通］ 

磯子区山王台・レインボー地区 令和３年２月～ ［運行主体 ビック・ライズ］ 

戸塚区東俣野地区    令和６年７月～    [運行主体 特別養護老人ホーム和みの園] 

その他 

課題等 

地域活動開始のハードルの高さ 

継続的な採算性の確保 

類似事例  

連絡先 
横浜市 都市整備局 都市交通課 

電話 ０４５－６７１－３８００ 

備考  

 

74



［３－Ａ－０２］コミュニティ交通「山ゆり号」の運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 交通事業者、山ゆり交通事業運営委員会（地域住民で構成）、川崎市 

実施時期

（期間） 
平成１６年１１月から 

対象地域 麻生区高石地区（一部多摩区域を含む） 

実施段階 平成２３年９月１日から本格運行 

実施目的 麻生区高石地区（一部多摩区域を含む）における身近な交通手段の確保 

コスト及び

財源 

〇コミュニティ交通の導入等に対して市が交通事業者に補助金を交付（車両購入に要する経

費、停留所標識の購入に要する経費等（令和４年度から拡充）） 

〇高齢者・障害者等がコミュニティ交通の乗車時に支払う運賃の一部について市が交通事業

者に補助金を交付 

実施概要 

【運行計画】 

・運行主体：株式会社高橋商事（交通事業者、神奈川県バス協会会員） 

・運行車両：１台（乗客定員１３名） 

・運行本数：往復合計１６本／日  程度の平日運行（土日祝日運休） 

・運行時間：約２５分間隔の運行（９時台（百合ヶ丘駅発）～１８時台（百合ヶ丘着）） 

項 目 大人 小児 備 考 

① 基本運賃 ３２０円 １２０円  

② 高齢者・障害者等

の運賃 
２２０円 無
 基本運賃から１００円引    ※１ 

③ サポーター登録制

度登録者の運賃 
２７０円  基本運賃から大人５０円引  ※２ 

④ ②＋③の運賃 １７０円  
基本運賃から大人１５０円引 

（②と③の併用が可能） 

※１ 70 歳以上・障害者等の方は１００円割引（小児障害者は無賃） 

※２：年間７，２００円（月あたり６００円）の登録料を支払うと１回乗車につき大人運賃から５０円

引きになる地元協議会独自の制度【サポーター登録制度】 

※３ 割引なしの回数券を導入 

【経緯等】 

平成１６年１１月：地域住民で構成された「麻生区コミュニティ―バス協議会」を設立 

平成１９年 ２月：運行実験（１ヶ月）を実施（収支率：４４％） 

１２月：試行運行（３ヶ月）を実施（収支率：５９％） 

平成２１年 ７月：運賃外収入の確保として「サポーター登録制度」を導入 

平成２２年 ６月：試行運行（３ヶ月）を実施し、採算性の見込みが立つ（収支率：１０７％） 

平成２３年 １月：地元協議会内に「山ゆり交通事業運営委員会」を設立 

２月：運営委員会主催による公募により本格運行を実施する交通事業者が決定 

３月：運営委員会、交通事業者、市の３者による運行に関する協定を締結 

６月：国土交通省関東運輸局長から一般乗合旅客自動車運送事業の許可取得 

９月１日：本格運行の開始 

平成２５年 ８月：運行ダイヤの更新 

平成２６年 ８月：バス停増設、ルート新設、運行ダイヤの更新 

平成２８年１０月：車両の買い替え（乗車定員９名⇒１３名） 

平成３０年 ９月：バス停増設、ルート変更（循環便化）、運行ダイヤの更新 

令和２年５月～７月：新型コロナウイルスの感染拡大による運行日の変更（週５日⇒週３日） 

令和２年 １０月：割引なしの回数券を導入 

令和３年  ９月：関東運輸局地域交通優良団体等表彰 

令和５年  ４月：運賃改定（基本運賃大人３００円⇒３２０円、小人１００円⇒１２０円） 

令和５年  ９月：運行ダイヤの更新 
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運行ルート図 

実施結果 

平成２２年度  試行運行３ヶ月   １日平均利用者数： ８８人 

平成２３年度  本格運行７ヶ月   １日平均利用者数： ７８人 

平成２４年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ８９人 

平成２５年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９５人 

平成２６年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数：１０２人 

平成２７年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９８人 

平成２８年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９３人 

平成２９年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９４人 

平成３０年度  本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９７人 

令和元年度   本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９９人 

令和２年度    本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ７７人 

令和３年度    本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ８７人 

令和４年度    本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ９２人 

令和５年度    本格運行１２ヶ月  １日平均利用者数： ８４人 

その他 

課題等 
継続的な採算性の確保、地元協議会委員の高齢化、運行車両の更新 

類似事例  

連絡先 川崎市まちづくり局交通政策室     電話０４４－２００－２０３４ 

備考 
川崎市ホームページ 

http://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000058657.html 
 

スーパー三和前 

生田病院 

高石五丁目 

イトーピア 
百合ヶ丘北口 

高石六丁目 

高石団地前 

百合ヶ丘駅 

サンラフレ 
百合ヶ丘前 

さくらの丘 

原店前入口 

みかん園前 

高見台 

高石団地入口 

ヴィレッジ東 

水暮町会 

 200ｍ 

ＮＹファーマシー前 

ゆりがおか 
療養センター前 

ヴィレッジ正門前 

76

http://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000058657.html


［３－Ａ－０３］コミュニティ交通「あじさい号」の運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 交通事業者、長尾台コミュニティ交通利用者協議会（地域住民で構成）、川崎市 

実施時期

（期間） 
平成１８年度から 

対象地域 多摩区長尾台地区（一部高津区域を含む） 

実施段階 平成２６年１２月９日から本格運行 

実施目的 多摩区長尾台地区における身近な交通手段の確保 

コスト及び

財源 

〇コミュニティ交通の導入等に対して市が交通事業者に補助金を交付（車両購入に要する経

費、停留所標識の購入に要する経費等（令和４年度から拡充））及び予備車両の無償貸付 

〇高齢者・障害者等がコミュニティ交通の乗車時に支払う運賃の一部について市が交通事業

者に補助金を交付 

実施概要 

 

【運行計画】 

・運行主体：株式会社高橋商事（交通事業者、神奈川県バス協会会員） 

・運行車両：マイクロバス１台（乗客定員２９名） 

・運行本数：１日 平日３３往復 土曜１４往復（日祝日運休） 

・運行時間：平日６時半～２２時半、土曜１０時～１８時 

・基本運賃は以下の通り 

長尾台地区～久地駅 大人：２４０円 中高生：２００円 小児：１２０円 

長尾台地区～長尾橋 大人：２４
０円 中高生：２００円 小児：１２０円 

長尾橋～のぼりとスイミング

クラブ前・登戸駅 
大人：２４
０円 中高生：２００円 小児：１２０円 

長尾台地区～のぼりとスイミ

ングクラブ前・登戸駅 
大人：２６０円 中高生：２１０円 小児：１３０円 

※１ 70 歳以上・障害者等の方は１００円割引（小児障害者は無賃） 

※２ 指定停留所から乗車し、指定停留所で降車する場合に限り、乗り継ぎ割引の適用 

※３ 割引なしの回数券を導入 

※４ 中高生は学生証の提示により、中高生運賃が適用 

 

【経緯等】 

平成１８年度   ：多摩区長尾 6 丁目及び 7 丁目の一部に住む方々で構成される長尾台住宅

自治会において、コミュニティ交通について検討を始める 

平成２０年９月  ：自治会を母体とした「長尾台コミュニティ交通導入推進協議会」が設立 

平成２３年８月  ：ワゴン車両による走行環境テストを実施 

平成２３年１１月：運行実験（１か月）を実施、その後運行計画の見直しの検討を進める。 

平成２４年１１月：マイクロバスによる走行環境テストを実施 

平成２５年 ７月：試行運行（３か月）実施 

平成２６年 ３月：運営委員会主催による公募により本格運行を実施する交通事業者が決定 

６月：運営委員会、交通事業者、市の３者による運行に関する協定を締結 

１２月：国土交通省関東運輸局長から一般乗合旅客自動車運送事業の許可取得 

平成２８年 ５月：中高生割引 実施 

 平成３１年 ４月：ルート延伸、停留所増設 

令和２年５月～６月：新型コロナウイルスの感染拡大による運行日の変更（土曜日全便運休） 

令和５年  ４月：運賃改定（大人220 円⇒240 円、中高生180 円⇒200 円、小児100 円⇒120 円） 
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運行ルート図 

 

 

 
 

実施結果 

平成２５年度  試行運行 ３ヶ月      １日平均利用者数：272 人 

平成２６年度  本格運行 ４ヶ月      １日平均利用者数：190 人 

平成２７年度  本格運行１２ヶ月      １日平均利用者数：219 人 

平成２８年度  本格運行１２ヶ月      １日平均利用者数：229 人 

平成２９年度  本格運行１２ヶ月      １日平均利用者数：234 人 

平成３０年度  本格運行１２ヶ月      １日平均利用者数：242 人 

令和元年度   本格運行１２ヶ月      １日平均利用者数：245 人 

令和２年度    本格運行１２ヶ月       １日平均利用者数：185 人 

令和３年度    本格運行１２ヶ月       １日平均利用者数：214 人 

令和４年度    本格運行１２ヶ月       １日平均利用者数：239 人 

令和５年度    本格運行１２ヶ月       １日平均利用者数：255 人 

その他 

課題等 
採算性の確保、運行車両の更新 

類似事例  

連絡先 川崎市まちづくり局交通政策室     電話０４４－２００－２０３４ 

備考 
川崎市ホームページ 

http://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000063124.html 

 

久地駅バス停位置 

乗降は路線バスと同じ場所です

登戸駅バス停位置 

至 登戸 至  

川崎 

至 新宿 

78

http://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000063124.html


［３－Ａ－０４］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 相模原市 

実施時期

（期間） 

平成 18 年 1 月 30 日から（大沢地区） 

平成 26 年 2 月 1 日から（大野北地区） 

対象地域 
【橋 30】アリオ橋本・橋本駅南口～相模川自然の村 

【淵 40】矢部駅～淵野辺駅・馬場十字路～矢部駅 

実施段階 
平成 21 年 1 月 30 日から本格運行に移行（大沢地区） 

平成 29 年 4 月 1 日から平日便のみの本格運行を開始（大野北地区） 

実施目的 

 交通事業者により運行されるバス路線網を補完し、公共交通を必要とする度合いが高い、交

通不便地域※１における高齢者等移動制約者※２の移動手段を確保するために運行を行うも

の。 

※１ 交通不便地域 

 「相模原都市計画区域（旧相模原市・旧城山町）の市街化区域において住居系の土地利用

を図る区域」及び「相模湖津久井都市計画区域、都市計画区域外の区域（旧津久井・相模湖・

藤野町）」において、鉄道駅等から 1,000ｍ以上離れ、かつ、バス停留所から 300ｍ以上離れて

いる地域。 

※２ 移動制約者 

 高齢者や自動車を利用できない方など、公共交通以外に移動手段がない方のこと。なお、福

祉目的の戸口輸送を必要とする人は対象に含まない。 

コスト及び

財源 

運行委託料 ＝運行経費－運賃収入 

（令和５年度委託料 大沢地区：約 2,429 万円、大野北地区：約 1,587 万円） 

実施概要 

＜運行の概要＞ 

○大沢地区コミュニティバス「せせらぎ号」 

ル ー ト：アリオ橋本・橋本駅南口～相模川自然の村 

       ※平成２４年１０月から一部の便で運行経路をアリオ橋本まで延伸 

延   長：７．４ｋｍ（アリオ橋本までは７．８ｋｍ） 

停留所数：２０箇所 

運行便数：毎日 ２３便（うちアリオ橋本までは７便） 

使用車両：小型ノンステップバス（乗客定員３５人） 

運   賃：対キロ区間制 現金、交通系ＩＣカード共通：210 円～310 円 

 

 
 

 

「北公園・北総合体育館前」⇒「北公園・ほねごりアリーナ前」へバス停名変更 
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○大野北地区コミュニティバス 

ル ー ト：矢部駅～淵野辺駅・馬場十字路～矢部駅 

延   長：循環便８．８ｋｍ、矢部駅行き片道便４．４ｋｍ、馬場橋南行き片道便４．５ｋｍ 

停留所数：２０箇所 

運行便数：平日のみ ８循環、片道７便 

使用車両：小型ノンステップバス（乗客定員３５人） 

運   賃：対キロ区間制 現金、交通系ＩＣカード共通：210 円～260 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の取り組み＞ 

○車両広告事業の実施 

 各車両への車体広告及び車内広告を募集し、その広告収入を運賃収入と同様に扱い、運行

継続条件にある収支比率の向上を図る。 

実施結果 

＜利用者数＞ 

 令和５年度  大沢地区   90,418 人／年（247.0 人／日、10.7 人／便） 

          大野北地区  61,307 人／年（252.3 人／日、11.0 人／便） 

その他 

課題等 

運行継続条件を満たせるように継続して利用促進活動に取り組む。 

【運行継続条件】 

「１便当たり輸送人員が１０人以上であること」 

類似事例  

連絡先 
相模原市 都市建設局 まちづくり推進部 交通政策課  

電話 ０４２－７６９－８２４９ 

備考 

相模原市ホームページ： 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/toshikotsu/1004854/1004860.html 

（大沢地区） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/toshikotsu/1004854/1004861.html 

（大野北地区） 
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［３－Ａ－０５］乗合タクシーの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 相模原市 

実施時期

（期間） 

平成２１年１０月１日から（内郷地区） 

平成２６年 ４月１日から（根小屋地区） 

平成２６年１０月１日から（吉野・与瀬地区） 

平成３１年 ４月１日から（菅井地区） 

対象地域 

道南地区～西青山地域センター（内郷地区） 

荒句地区～中野地区（根小屋地区） 

藤野駅周辺～相模湖駅周辺（吉野・与瀬地区） 

やまなみ温泉～菅井地区～東野（菅井地区） 

実施段階 

平成２７年４月１日から本格運行中（根小屋地区） 

平成２３年４月１日から本格運行中（内郷地区） 

平成２７年１０月１日から本格運行中（吉野・与瀬地区） 

令和４年４月 1 日から本格運行中（菅井地区） 

実施目的 

 中山間地域の交通不便地域※１における高齢者等移動制約者※２の移動手段を確保する

ために運行を行うもの。 

※１中山間地域の交通不便地域 

 相模湖津久井都市計画区域、都市計画区域外の区域において、鉄道駅から１，０００ｍ以上

離れ、かつ、バス停留所から３００ｍ以上離れていることを指す。 

※２移動制約者 

 高齢者や自動車を利用できない方など、公共交通以外に移動手段がない方のこと。なお、福

祉目的の戸口輸送を必要とする人は対象に含まない。 

コスト及び

財源 

運行委託料 ＝運行経費－運賃収入－国庫補助金 

（令和５年度委託料 約 5,564 万円） 

実施概要 

＜運行内容＞ 

運行区域 内郷地区 根小屋地区 吉野・与瀬地区 菅井地区 

停留所数 48 箇所 66 箇所 41 箇所 25 箇所 

運行便数 

平日（12/29～

1/3 を除く）のみ 

11 便 

元日を除く毎日 

16 便 

平日（12/29～

1/3 を除く）のみ 

８便 

平日は季節により

8～9 便 

休日は 7 便 

（12/29～1/3 を除

く） 

使用車両 ワゴン型車両（乗客定員 8 人） 

運   賃 ・１乗車あたり 

大人 200 円 

小学生 100 円 

障害のある方な

ど（介助者１名ま

で）100 円 

 

・１乗車あたり 

大人 300 円 

小学生 100 円 

障害のある方な

ど（介助者１名ま

で）100 円 

※往復割引あり 

（行き 300 円、帰

り 100 円） 

・１乗車あたり 

大人 300 円 

小学生 100 円 

障害のある方な

ど（介助者１名ま

で）100 円 

※往復割引あり 

（行き 300 円、帰

り 100 円） 

・１乗車当たり 

大人 100～1100

円（距離制運賃） 

小学生、障害のあ

る方など（介助者

１名まで）は大人

運賃の半額 

※スクールバス利

用分は無料 
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実施結果 

＜利用方法＞ 

①パンフレットや時刻表を見て乗りたい便を確認する 

②予約受付先の交通事業者へ電話する 

③予約内容を伝える 

 ・利用する方の名前と連絡先、人数（複数名の場合は代表者のみでも可）、利用する日、 

  時間（便）、乗車する停留所、降車する停留所 

④停留所で待ち乗車する・目的地で降車する 

 

＜運行区域図＞ 
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＜令和５年度運行実績＞ 

 内郷地区 根小屋地区 吉野・与瀬地区 菅井地区 

年間利用者数 2,348 人 6,689 人 2,124 人 2,443 人 

1 便あたりの利

用者数 

1.6 人 2.26 人 1.9 人 1.47 人 

稼働率 53.6％ 50.8％ 57.6％ 52.1％ 
 

その他 

課題等 

運行継続条件を満たせるよう引き続き利用促進活動に取り組む。 

【運行継続条件】 

「稼働した便の１便あたりの輸送人員が1.5人以上であること」かつ 

「全運行本数に対する実運行本数の稼働率が 50％以上であること」 

類似事例  

連絡先 
相模原市 都市建設局 まちづくり推進部 交通政策課  

電話 ０４２－７６９－８２４９ 

備考 

相模原市ホームページ 

○内郷地区 
 https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/toshikotsu/1004854/1004864.html 

○根小屋地区 
 https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/toshikotsu/1004854/1004865.html 

○吉野・与瀬地区 

 https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/toshikotsu/1004854/1004867.html 

○菅井地区 
 https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/toshikotsu/1004854/1016259.html 
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［３－Ａ－０６］デマンドタクシーの運行（篠原地区） 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 
細分類 コミュニティバス等 

実施主体 相模原市 

実施時期

（期間） 
平成３１年４月１日から 

対象地域 やまなみ温泉～篠原～赤沢 

実施段階 令和４年４月１日から本格運行中。 

実施目的 

  交通不便地域等※１における高齢者等移動制約者※２の移動手段を確保するために運行

を行うもの。 

※１交通不便地域 

 「相模原市都市計画区域の市街化区域において住居系の土地利用を図る区域」及び「相模

湖津久井都市計画区域、都市計画区域外」において、鉄道駅から１，０００ｍ以上離れ、かつ、

バス停留所から３００ｍ以上離れている公共交通による移動が不便な地域を指す。 

※２移動制約者 

 高齢者や自動車を利用できない方など、公共交通以外に移動手段がない方のこと。なお、福

祉目的の戸口輸送を必要とする人は対象に含まない。 

コスト及び

財源 

タクシー使用料及び受付委託 ＝ 運行経費－運賃収入 

（令和５年度実績 約１５５万円） 

実施概要 

【篠原地区デマンドタクシーの運行内容】 

運行区域：やまなみ温泉～篠原～赤沢区間 

停留所数：１５箇所 

運行内容：停留所間を結ぶ電話予約型の乗合交通 

運行時間：平日   午前６時３０分～午後６時３０分 

       土休日  午前７時００分～午後６時００分 

使用車両：タクシー車両（乗客定員４人～７人） 

運   賃：１乗車あたり大人２００円、小学生１００円 

       障害のある方など（介助者１名まで）１００円 

 

＜利用方法＞  
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＜運行区域＞ 

  

 
 

実施結果 

令和５年度運行実績 

・利用者数   ５４３人 

・年間稼働数  ３９３回 

その他 

課題等 
運行継続条件の設定。 

類似事例  

連絡先 
相模原市 都市建設局 まちづくり推進部 交通政策課  

電話 ０４２－７６９－８２４９ 

備考 
相模原市ホームページ： 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/toshikotsu/1004854/1016260.html 
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［３－Ａ－０７］コミュニティバスの運行 
 

分類  公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類  コミュニティバス等 

実施主体 
横須賀市 

京浜急行バス㈱ 

実施時期

（期間） 

【しょうぶ園循環線】平成 16 年３月１日～ 

【浦賀丘線】    平成 21 年３月１日～ 

対象地域 
【しょうぶ園循環線】平作・阿部倉地区 

【浦賀丘線】    浦賀丘地区 

実施段階  本格実施 

実施目的 

・移動困難性の高い地域のモビリティを向上させ、誰もが街に出やすくする 

・交通安全の向上や交通混雑の緩和などへの寄与、地域経済の発展への貢献 

・地域のコミュニティの活力増進への寄与 

コスト及び

財源 

・車 両：【しょうぶ園循環線】 

  ノンステップバス車両購入費と車体塗装デザインを市が補助 

平成 22 年３月より、車両サイズアップ 

      【浦賀丘線】      

京浜急行バス㈱所有の車両を使用 

・停留所：京浜急行バス㈱  

・運行費：京浜急行バス㈱  

・その他：走行環境、折り返し場所、各バス停留所の点字ブロックの整備を市が実施  

実施概要 

 

［事業の枠組み］ 

  地元自治会が主体となってアンケート調査、署名活動を実施し、地元の総意として市や

バス事業者へ要望活動を行った結果、運行実施に至った。 

市は車両の購入費の一部を国との協調補助により助成（しょうぶ園循環線当初車両の

み）、走行環境やバス停留所等のハード面での整備を行うとともに、地元自治会、交通管理

者、道路管理者等との調整を実施。ただし、運行経費の赤字補てんは行わず、バス事業者

が国の認可を取得し、通常の乗合バス事業として運行を実施している。 

 
 

［運行計画等］ 

【しょうぶ園循環線】       【浦賀丘線】 
運行経路  JR 衣笠駅～しょうぶ園～JR衣笠駅        浦賀駅～浦賀丘三丁目公園 

停留所   新設 12 か所(約 200m 間隔)                      新設 11 か所 

キロ程   １循環 5.65 ㎞（新設区間 2.09Km）              １往復 3.48Km（新設区間 1.40km） 

所要時間  １循環 24分（衣笠～しょうぶ園間約 12分）   片道約７分 

運行回数  平日 25 回 土休日 21回                        20 回（平日・土・休日 同一ダイヤ） 

運行時間  衣笠駅                                        浦賀駅 始発８:00 終発 16:40 

平 日 始発６：35 終発 19：40            浦賀丘三丁目公園発 始発８:10 終発 16:50 

       土休日 始発７：35 終発 18：30 

運賃    220 円～（R5.9～）                200 円（R5.9～） 

 

   
現在の車両                  当初の車両 
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実施結果 

 
(利用状況） 
 

【しょうぶ園循環線】 
・平成 19年度 乗降人員調査を実施 

 
 

実施期間 １日平均 １便平均 

10 月５日(金) 654 人 24.2 人 

10 月 14 日（日） 330 人 15.7 人 

【浦賀丘線】 
 ・平成 21年以降、乗降人員調査を実施（７日間） 
 

実施期間 １日平均 １便平均 

R３年 11 月 15 日（月）

～11月 21 日（日） 
263.3 人 6.6 人 

 

※現在は十分な乗客数を確保できているため、乗降人員調査は行っていない。 

                          

その他 

課題等 
利用者の増加（浦賀丘線） 

類似事例 － 

連絡先 
横須賀市 都市部 都市計画課 交通企画担当 

電話 046-822-8507 

備考 － 

 

京急線 

ルート位置図 

横須賀中央駅 

浦賀駅 しょうぶ園循環線 

衣

笠

駅 横浜横須賀道路 

ＪＲ横須賀線 

浦賀丘線 

しょうぶ園循環線ルート 
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［３－Ａ－０８］コミュニティバス（浜見台地区） 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 交通事業者、利用者協議会（地域住民の代表で構成）、横須賀市 

実施時期

（期間） 
平成 30 年 12 月から令和５年１月運行休止、令和５年６月から運行再開 

対象地域 横須賀市浜見台地区 

実施段階 令和元年 12 月から本格運行、令和５年１月運行休止後、令和５年６月から運行再開 

実施目的 

 

高低差があり、道路が狭隘な浜見台地区における交通手段の確保 

 

コスト及び 

財源 

交通事業者に対し運行に使用する車両及び予備車両の購入費用を負担 

バス停留所の標示柱、路面標示、区画線の設置にかかる工事費用を負担 

実施概要 

【経緯等】 

平成 30 年４月 横須賀市地域公共交通会議を設置 

平成 30 年８月 地域公共交通会議により、試験運行計画（案）が承認される 

平成 30 年 12 月 10 人乗りワゴン車による試験運行（半年）を開始 

平成 31 年３月 地域公共交通会議により、運行計画の変更が承認される 

令和元年６月 停留所の新設（２か所）、時刻表の変更を行い、試験運行期間を延長 

令和元年８月 地域公共交通会議により、本格運行の運行計画（案）が承認される 

令和元年 12 月 14 人マイクロバス車を導入し、本格運行を開始 

令和５年１月    運行事業者の廃業により、運行休止 

令和５年６月    新たな運行事業者により、運行再開 

 

①運行主体：ハマちゃんバス運行協議会 

②運行期間：令和元年 12 月２日～令和５年１月４日運行休止後、令和５年６月１日から運行再開 

③運行日：平日運行（土日祝日運休） 

④運行時間：８：23～16：29 

⑤運行本数：往復合計 12 本／日 

⑥運行系統：３系統 

⑦運賃：300 円／回 

⑧運行事業者：SAGAMI TAXI㈱（令和５年６月１日～） 

⑨運行車両：14 人乗りマイクロバス（１台） 

（予備者）10 人乗りワゴン車（１台）、７人乗りワゴン車（７台） 

■運行系統   

 

■料金（現金のみ） 

  

 

系統 起点 主たる経由地 終点 
距離

（km） 

所要時間

（分） 

運行 

回数 

１ 追浜東団地集会所 
追浜駅 

南共済病院 
追浜東団地集会所 10,72 48 ２ 

２ 追浜東団地集会所 追浜駅 追浜東団地集会所 9.23 33 ６ 

３ 追浜東団地集会所 

追浜駅（ﾊﾟｰｸﾊ

ｳｽ、ﾙﾈ追浜は

復路のみ） 

追浜東団地集会所 7.80 29 ４ 

計         12 

大人：300 円  小児：150 円（未就学者は無料） 
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実施結果 令和５年６月～令和６年３月 １便あたり平均利用者数 8.5 人 

その他 

課題等 
― 

類似事例 ― 

連絡先 
横須賀市 都市部 都市計画課 交通企画担当 

電話 046-822-8507 

備考 
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［３－Ａ－０９］市民病院行きシャトルバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 平塚市 

実施時期

（期間） 
平成１７年１月 ～ 実施中 

対象地域 平塚市大神地区～市民病院 

実施段階 実施中 

実施目的 

 医療機関のない大神地区から市民病院へ路線バスを利用する場合、一度平塚駅へ

出てから市民病院行きに乗り換えなければならず、不便であることから、シャトル

バス運行の要望が多い。 

これらの声を受け、外来通院者の交通利便性向上と自家用車やタクシー等の施設

利用から、バス交通による施設利用へのシフトを図ることを目的とし、乗合バス事

業者に運行を委託し、運転を行う。 

コスト及び

財源 
年間委託料 約 1,099 万円 

実施概要 

●経路 

  

大神から、市民病院までの二点間輸送（シャトル形式）を行う。 

神田ルートと横内ルートの二経路で運行する。  

「大神発市民病院行き」は、「大神～中原東」バス停間は乗車のみ取扱いとなる。

「市民病院発大神行き」は、「中原東～大神」バス停間は降車のみ取扱いとなる。

往路の降車と復路の乗車は、総合公園前、共済病院、市民病院となる。 

●バス停  

  
乗り降りしていただくバス停は、神奈川中央交通（株）の既存のバス停に併設し

て設置する。 

●運行日 

  
市民病院外来受診日  

運休日は土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（１２月２９日から１月３日） 

●時刻表  

  

往路（４便）  

大神発  ７：３０ → 市民病院着   ８：０８（神田ルート） 

大神発  ９：１０ → 市民病院着   ９：４５（横内ルート） 

 大神発 １０：４０ → 市民病院着  １１：１８（神田ルート） 

 大神発 １４：００ → 市民病院着  １４：３５（横内ルート） 

 

復路（１便）  

市民病院発 １１：３０ → 大神着 １２：０３（神田ルート） 

●運賃 

  

大人 １乗車２６０円。 

小学生､割引運賃適用者（※）は１３０円。 

※身体障害者手帳または療育手帳の提示（本人及び介護者） 

未就学児は無料。 

現金前払い。 

ＩＣカード、神奈川中央交通（株）の「回数券」や「かなちゃん手形」等の各種

割引乗車券は使用できない。 
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●バス車両 

 

  

小型バス（３６人乗り、１１座席） 

 

※平成３０年４月、ノンステップ 

仕様の車両に更新 

 

 

 

 

シャトルバス 

 
 

実施結果 年間約７千人に利用されている。 

その他 

課題等 
利用しやすい運行に向け、調査・検討を行う。 

類似事例  

連絡先 
平塚市まちづくり政策部 交通政策課 交通政策担当 

電話 ０４６３－２１－９８４０（直通） 

備考 
ホームページ 

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/machizukuri/page-c_01861.html 
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［３－Ａ－１０］地域提案型バスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 藤沢市・バス事業者 

実施時期

（期間） 
平成９年５月～ 

対象地域 市内全域 

実施段階 稼働中 

実施目的 

① 交通空白不便地域の解消 

② 高齢者、身障者等の交通弱者のモビリティの確保 

③ 環境負荷の軽減 

コスト及び

財源 
 

実施概要 

バス事業者が運行実施主体となって、行政が走行環境の整備やバス購入費の補助等

を行う「地域提案型バス」を平成９年度から順次開設している。 

① 平成 ９年度 藤が岡線（愛称：湘南ロコ号）  

② 平成 ９年度 渡内線（愛称：こまわりくん） 

③ 平成１１年度 病院辻堂線（H14 辻堂駅・高山車庫線に延伸） 

④ 平成１１年度 上土棚団地線 

⑤ 平成１１年度 こぶし荘線 

⑥ 平成１２年度 南海岸線 

⑦ 平成１３年度 善行団地北回り線 

⑧ 平成１５年度 天神町循環線（愛称：てんじんミニバス） 

⑨ 平成１６年度 教養センター循環線（愛称：こまわりくん） 

⑩ 平成２５年度 善行団地循環線 

⑪ 平成２５年度 柄沢循環線 

⑫ 平成２５年度 柄沢大船線 

⑬ 平成２６年度 湘南台宮原線 

⑭ 平成３０年度 湘南台石川方面線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こまわりくん 
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実施結果 地域提案型バスの路線が開設され、公共交通不便地域が解消されつつある。 

その他 

課題等 
採算性 

類似事例  

連絡先 藤沢市 計画建築部 都市計画課    電話 0466-25-1111 内線 4212 

備考  

 

六会日大前駅 

善行駅 

辻堂駅 

長後駅 

藤沢駅 

湘南台駅 

地域提案型バス路線図 

④ 

⑤ 

⑦ 

③ 

⑥ 

⑭ 

 

② 

⑨ 

① 

⑩ 

⑪ 
⑫ 

⑬ 

⑧ 

番号 路線名 行先・経由地 運行事業者

① 藤が岡線 藤沢駅北口～藤が岡循環 神奈中

② 渡内循環線 藤沢駅南口～渡内循環 江ノ電
③ 病院辻堂線 茅ヶ崎市立病院～辻堂駅北口 神奈中
④ 上土棚団地線 長後駅西口～綾瀬上土棚団地 神奈中
⑤ こぶし荘線 長後駅西口～湘南台駅西口 神奈中
⑥ 南海岸線 辻堂駅南口～辻堂団地 神奈中･江ノ電
⑦ 善行団地北周り線 善行駅西口～善行台～善行団地 神奈中
⑧ 天神町循環線 六会日大前駅西口～天神町循環 神奈中
⑨ 教養ｾﾝﾀｰ循環線 藤沢駅南口～宮前～笛田 江ノ電
⑩ 善行駅循環線 善行駅～善行団地循環 神奈中
⑪ 柄沢循環線 藤沢駅北口～柄沢循環 神奈中
⑫ 柄沢大船線 柄沢～大船駅西口 神奈中
⑬ 湘南台宮原線 湘南台駅西口～綾瀬車庫 神奈中
⑭ 湘南台石川方面線 湘南台駅東口～湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ 神奈中
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［３－Ａ－１１］小田原宿回遊バス運行事業 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 小田原市 

実施時期

（期間） 

（第 28 回運行）平成 27 年３月～５月の土曜・日曜・祝日(23 日間) 

（第 29 回運行）平成 27 年 10 月～11 月の土曜・日曜・祝日(19 日間) 

（第 30 回運行）平成 28 年３月～５月の土曜・日曜・祝日ほか（20 日間） 

（第 31 回運行）平成 28 年７月～８月の土曜・日曜・祝日ほか（17 日間） 

（第 32 回運行）平成 28 年９月～12 月の土曜・日曜・祝日ほか（33 日間） 

（第 33 回運行）平成 29 年３月～５月の土曜・日曜・祝日ほか（29 日間） 

（第 34 回運行）平成 29 年７月～８月の土曜・日曜・祝日ほか（18 日間） 

（第 35 回運行）平成 29 年９月～12 月の土曜・日曜・祝日ほか（22 日間） 

（第 36 回運行）平成 30 年３月～５月の土曜・日曜・祝日ほか（32 日間） 

（第 37 回運行）平成 30 年７月～８月の土曜・日曜・祝日ほか（15 日間） 

（第 38 回運行）平成 30 年９月～12 月の土曜・日曜・祝日ほか（30 日間） 

（第 39 回運行）平成 31 年３月の土曜・日曜・祝日ほか（４日間） 

（平成 31 年度運行）平成 31 年４月 13 日～令和２年３月 29 日の土曜・日曜・祝日ほか（115 日間） 

（令和２年度運行）令和２年４月１日～令和３年３月 31 日の土曜・日曜・祝日ほか（79 日間） 

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、休止期間あり 

（令和３年度運行）令和３年４月１日～令和４年３月 31 日の土曜・日曜・祝日ほか（115 日間） 

（令和４年度運行）令和４年４月１日～令和５年３月 31 日の土曜・日曜・祝日ほか（114 日間） 

（令和５年度運行）令和５年４月１日～令和６年３月 31 日の土曜・日曜・祝日ほか（115 日間） 

対象地域 中心市街地及び早川地区・板橋地区 

実施段階 本格実施 

実施目的 
中心市街地等における回遊性、滞留性の向上及び観光客等の利便性の向上を図ることによ

る、経済活力の向上を目的に実施した事業である。 

コスト及び

財源 
令和５年度 事業費 運行事業負担金  10,354 千円 添乗ガイド委託料  3,490 千円 

実施概要 

<小田原宿観光回遊バスの運行> 

 本市を訪れた観光客等にバスによる移動手段を提供し、市内各所へ誘導することにより、回

遊性、利便性を高め、滞在時間を長くすることにより、地域の経済の活力向上に資する。 

 平成 30 年度までは、行楽シーズンである春や秋、夏休みに合わせ、シーズン運行を行って

いたが、令和元年度からは路線化し、通年運行で実施したことで、年間の運行日も 77 日から

115 日に増やすことができたほか、運営主体であるバス会社と協議し、バスルートを大きく見直

したことにより、降乗車がより安全なルートとなり、定時運行も可能となった。 

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響による運休期間もあり、運行日数

は当初予定していた 116 日から大幅に減少した。 

令和３年度については、回遊性の向上を図るため、運行時間を 16 時 10 分までに延長し、ＪＲ

早川駅とミナカ小田原に停留所を増設。また、１日フリー乗車券の購入特典として施設利用割

引を実施。 

【１日フリー乗車件購入特典：施設割引】 

・小 田 原 城 天 守 閣 大人 510 円→460 円 小・中学生 200 円→180 円 

・常盤木門（SAMURAI 館） 大人 200 円→180 円 小・中学生 60 円→ 50 円 

・NINJA 館 (歴 史 見 聞 館 ) 大人 310 円→280 円 小・中学生 100 円→ 90 円 

・小 田 原 文 学 館  大人 250 円→180 円 小・中学生 100 円→ 70 円 

令和４年度については、小田原市観光交流センターの開設に伴い停留所の名称を変更し、セ

ンター内施設の利用割引を追加。ルートの見直しも実施。 

・令和５年度については、閑散期である 2 月（10 日、18 日、23 日）に小田原ガイド協会が一夜

城ヨロイヅカファームと連携し、特別ガイドツアーを実施。また、国土交通省の交通・観光連携

型事業の補助金を活用し、箱根登山バスが回遊バスを利用したデジタルスタンプラリーを実

施。 
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実施概要 

○令和５年度運行概要 

 １ 期 間  令和５年４月１日～令和６年３月 31 日の毎週土、日曜、祝日 ※年末年始を除く 

２ 運 行 期 間  午前９時 45 分～午後４時 10 分／１時間に１～２本運行 

３ 運 行 本 数  １日 10 便 

４ 料 金  １日フリー乗車券  大人 500 円 子ども 250 円 

            ※フリー乗車券を購入すると、１日乗り降り自由 

            ※路線バスのため、通常運賃での乗車も可能（現金、IC カードで支払い） 

５ 運 行 ルート  １周約 45 分 

①小田原駅東口⇒②めがね橋⇒③小田原城藤棚観光バス駐車場⇒④箱根板橋駅⇒ 

⑤一夜城歴史公園⇒⑥小田原漁港⇒⑦JR 早川駅⇒⑧小田原文学館前⇒ 

⑨幸町⇒⑩小田原駅東口（降車専用）⇒⑪ミナカ小田原（降車専用）※最終４便のみ 

 

運行ルート図                         観光回遊バス「うめまる号」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

 

運行年度 運行日数（日） 乗車人数 １日平均 

平成 28 年度 70 5,816 83 

平成 29 年度 73 6,109 84 

平成 30 年度 77 6,434 84 

令和元年度 115 乗車券 4,695 41 

通常運賃 3,863 34 

計 8,558 75 

令和２年度 79 乗車券 1,658 21 

通常運賃 1,636 21 

計 3,294 42 

令和３年度 115 乗車券 3,666 32 

通常運賃 3,550 31 

計 7,216 63 

令和４年度 114 乗車券 5,973 52 

通常運賃 4,286 38 

計 10,259 90 

令和５年度 115 乗車券 5,823 51 

通常運賃 5,257 46 

計 11,080 96 

その他 

課題等 
・運行期間、ルート、料金、混雑緩和、誘客方法など 

類似事例  

連絡先 
箱根登山バス株式会社（実施主体） 〒250-0003 小田原市東町 5‐33‐1 TEL0465‐35‐1201 
小田原市経済部観光課 〒250-8555 小田原市荻窪 300 TEL0465‐33‐1521 

備考 

※平成 25 年度までの実施主体 ： 一般財団法人 小田原市事業協会 

平成 30 年度までの実施主体 ： まち元気小田原 

平成 31 年度からの実施主体 ： 箱根登山バス株式会社 

https://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko/machimeguri/gururin.html 
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［３－Ａ－１２］相乗りタクシー“おだタク” 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 小田原市 

実施時期

（期間） 
令和 5 年 11 月～令和 6 年３月 

対象地域 前羽地区 

実施段階 実証実験 

実施目的 

日中に路線バスの運行していない空白時間帯が生じている地域及び駅・バス停から離れている

地域である公共交通不便地域において、買物や通院など日常の移動支援へのニーズと実情に

応じた移動支援策を選定するため。 

コスト及び

財源 

運行委託料 ＝タクシー借上料－運賃収入 

令和５年度委託料（4,269 千円） 

財源：物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、市一般財源 

実施概要 

【運行日】 

令和５年 11 月１日(水)～令和６年３月 29 日(金)のうち平日(週５日) 

【対象者】 

事前予約をすれば誰でも利用可能(居住地区、年齢、運転免許証非保有の制限なし) 

【運行区間(乗降スポット)】 

前羽地区⇔国府津駅(町屋公民館・小学校前バス停付近・国府津駅) 

【運行曜日・時間】 

月・火・水・木・金曜日 ※祝・休日、年末年始運休 

午前９時 30 分～11 時 30 分/午後２時～４時 

【運行便数】 

１日当たり最大 18 便 

【運賃】 

１便につき 600 円、最大４名で相乗り (例)４名乗車⇒150 円/名 

【利用方法】 

・利用日の１か月前から当日の利用１時間前までに、運行するタクシー事業者に電話予約（市内

事業者７社による週替わりの運行） 

・予約日時に乗車し、降車時に各利用者が個々に運賃を乗務員に支払う。 

 

 

実施結果 

運行日数：62 日 

運行便数：103 便 

利用者数：148 人 

その他 

課題等 

利用者が少なく、稼働率も低いことから、運行日数(平日の週５日)が過剰であった。一方で、「乗

降スポットが少ない、遠い」「買い物等に利用したい」といった、運行ルートや乗降スポットの改善

を希望する意見があった。 
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類似事例  

連絡先 
小田原市都市部地域交通課 

〒250-8555 小田原市荻窪 300 ＴEＬ0465‐33‐1405 

備考 
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［３－Ａ－１３］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 茅ヶ崎市 

実施時期

（期間） 
平成 14 年 5 月 25 日～ 

対象地域 市内 

実施段階 社会実験中 

実施目的 

○交通の空白・不便地区の市民の移動の利便性の向上 

○高齢者や障害者等の移動に制約がある方の日常生活上の移動の支援 

○地域住民のふれあいや交流を育み、温かみのあるまちづくりを支援 

○マイカー依存型の都市環境、ライフスタイルからの方向転換を支援 

コスト及び

財源 
令和 5 年度 約 77,918 千円 （茅ヶ崎市負担金） 

実施概要 

【運行概要】 

○各路線共通 

・365 日運行（臨時運休除く） ・ノンステップバス車両使用  ・停留所は 200m 間隔を目安に設定 

・運賃１回（カッコ内はＩＣ運賃） 

 大人 200 円（200 円） 小人・障害者 100 円（100 円） 小人障害者 50 円（50 円） 

  ※中海岸南湖循環市立病院線及び東部循環市立病院線の一部については 

  大人 180 円（180 円） 小人・障害者 90 円（90 円）、小人障害者 50 円（45 円） 

 

○中海岸南湖循環市立病院線 

・茅ヶ崎市立病院始発 6:55 終発 19:25（26 便/日） 

・停留所 33 箇所  ・キロ程 9.2 ㎞  ・所要時間 52 分 

 

○北部循環市立病院線 

・平日 文教大学始発 7::30 茅ヶ崎市立病院終発 17:45 

（7 便/日：うち 1 便は北部コース、6 便は新芹沢コース） 

・休日 茅ヶ崎市立病院始発 8:25 終発 16:25 （5 便/日：全て新芹沢コース） 

・停留所 59 箇所 

 北部コース 新芹沢コース 

キロ程 14.45 ㎞ 16.70 ㎞ 

所要時間       49 分 53 分 

 

○東部循環市立病院線 

 ・平日 松が丘コース    ：茅ヶ崎市立病院始発 7:00 終発 18:00（10 便/日） 

小和田・松浪コース：茅ヶ崎市立病院始発 7:02 終発 16:30（4 便/日） 

 ・休日 松が丘コース    ：茅ヶ崎市立病院始発 8:20 終発 17:00（8 便/日） 

小和田・松浪コース：茅ヶ崎市立病院始発 8:15 終発 16:30（3 便/日） 

・停留所 74 箇所 

 松が丘コース 小和田・松浪コース 

キロ程 11.6 ㎞ 13.7 ㎞ 

所要時間       49 分 54 分 

 

○鶴嶺循環市立病院線 

 ・平日 鶴嶺北コース ：茅ヶ崎市立病院始発 7:10 終発 18:10（8 便/日） 

鶴嶺南コース ：環境事業センター始発 7:13 終発 17:40（6 便/日） 

・休日  鶴嶺北コース ：茅ヶ崎市立病院始発 8:20 終発 18:10（7 便/日） 

      鶴嶺南コース ：茅ヶ崎市立病院始発 8:10 終発 17:40（5 便/日） 

・停留所 68 箇所 

 鶴嶺北コース 鶴嶺南コース 

キロ程 10.5 ㎞ 15.0 ㎞ 

所要時間       53 分 1 時間 6 分 
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実施結果 

<令和 5 年度 利用状況> 

 ・利用者数合計  ：389,370 人 

 ・１日平均利用者数：1,064 人 

その他 

課題等 

 ・他交通機関への乗り換え利便性の強化 

 ・利用者数の減少 

類似事例  武蔵野市、金沢市、練馬区、世田谷区、杉並区、桶川市、上尾市 等 

連絡先 茅ヶ崎市都市部都市政策課 交通計画担当 電話：0467-81-7181 

備 考 ホームページ http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/road/eboshi_s/index.html 
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［３－Ａ－１４］予約型乗合バスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 茅ヶ崎市 

実施時期（期

間） 
平成 25 年 12 月 21 日～ 

対象地域 原則、市内小出地区 

実施段階 社会実験中 

実施目的 

○コミュニティバスだけの運行では、面積や道路幅員等の関係から地域の需要をカバ

ーできないため、小さい車両を用いることで公共交通不便地区を解消する 

○高齢者や障害者等の移動に制約がある人が既存のバス停へ出やすくする支援 

○地域住民のふれあいや交流を育み、温かみのあるまちづくりを支援 

 

コスト及び財源 令和 5 年度 約 14,687 千円  （茅ヶ崎市負担金） 

実施概要 

 

【運行概要】 

 

○予約型乗合バス 

 ・利用者が事前に場所や時間を予約して、乗り合いによってそれぞれの目的地まで移動

する交通 

・予約された時間に予約された目的地を結んで運行（区域運行） 

・予約があった時のみ運行 

 

○利用できる方 

 ・利用者登録をすれば、どなたでも利用可能 

 

○運行区域 

 ・茅ヶ崎市小出地区内（行谷、芹沢、堤、下寺尾） 

 

○利用料金 

 ・1 人 1 回（片道） 100 円 ※未就学児は無料 

 

○運行日時 

 ・毎日運行 7:00～20:00 

 

○使用車両及び乗車定員 

 ・ワンボックス車両 8 人まで乗車可能 

 

○利用者登録方法 

 ・「利用者登録票」を市役所もしくは小出支所に提出 

 ・登録専用サイトにて必要事項を入力 

 

○予約方法 

 ・電話オペレーター（7:00～18:00） 

 ・インターネット(24 時間） 

 ・予約は、乗車時間の 1 週間前から 1 時間前まで 

 

○乗合所（乗降場所） 

 ・147 カ所 

 ・拠点乗合所（推奨乗継バス停）を設定し、乗り継ぎの誘導を実施 
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実施結果 

＜令和 4 年度 利用状況＞ 

 ・利用者数合計  ：8,397 人 

 ・１日平均利用者数：22.9 人 

その他 

課題等 

・他交通機関への乗り換え利便性の強化 

・周知及び利用促進 

・利用者登録及び予約の負担軽減 

類似事例 千代田区、柏市、堺市、甲州市、中井町 等 

連絡先 茅ヶ崎市都市部都市政策課 交通計画担当 電話：0467-81-7181 

備考 ホームページ http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/road/eboshi_s/1030423.html 
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［３－Ａ－１５］乗合タクシーの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 株式会社愛鶴 

実施時期

（期間） 
平成２３年４月から（実証運行は平成２０年１０月から） 

対象地域 渋沢地域及び大根地域 

実施段階 実施中 

実施目的 

本市が抱えている交通空白・不便地域の対応や不採算バス路線の対応等の課題の解

決を図るには、既存の乗合バスでは十分対応できない状況にあることから、乗合タ

クシーを基本とした新たな地域公共交通の導入により、公共交通を確保・維持する

ため。 

コスト及び

財源 

令和５年度事業経費 １３，０７１千円 

（収入６，６２８千円、市補助金４，６５７千円、事業者負担１，７８６千円） 

実施概要 

１４人及び１０人乗りのワゴン型車両を使用した路線固定型による運行。 

秦野市地域公共交通会議で運行基本計画を策定し、導入の必要性の高い次の２つ

の区域を設定した。 

実証運行を経て、平成２３年４月に法第４条許可による本格運行を開始 

平成２５年 ２月  一部ルート及び運行ダイヤの見直し 

平成２５年 ３月  ポイントカード制度の終了 

平成２５年 ７月  長期休業期間中の小児運賃を半額化 

平成２６年１０月  運行ダイヤの見直し、渋沢・秦野赤十字病院ルートに１４

人乗りのワゴン型車両を導入 

平成２８年 ４月  小・中学生定期乗車券を導入 

平成２９年 ７月  おおね台ルートに１４人乗りのワゴン型車両を導入 

平成３０年 ９月  おおね台ルートの停留所の新設及び既設停留所の廃止 

○渋沢駅・秦野赤十字病院ルート 
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○おおね台ルート 

 

実施結果 

〈令和５年度 利用実績〉 

運行日数：２４３日 

○渋沢駅・秦野赤十字病院ルート 

 運行便数：４，６１７便／年（１９便／日） 

 利用者数：１３，９６５人（３．０２人／便） 

○おおね台ルート 

 運行便数：４，３７４便／年（１８便／日） 

  利用者数：１６，１３５人（３．６９人／便） 

その他 

課題等 
利用者増、収支率の改善、自主財源の確保 

類似事例 上地区乗合自動車「行け行けぼくらのかみちゃん号」（秦野市） 

連絡先 
秦野市 都市部 交通住宅課 公共交通担当 

電話：０４６３－８２－９６４４（直通） 

備考 
ホームページ（秦野市公式ホームページ：公共交通） 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1001000000763/index.html 
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［３－Ａ－１６］デマンド型乗合タクシーの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 秦野交通株式会社 

実施時期

（期間） 
平成２３年４月から（実証運行は平成２１年１１月から） 

対象地域 栃窪・渋沢エリア 

実施段階 実施中 

実施目的 

路線固定型による実証運行を踏まえ、公共交通に対する住民の多様な利用ニーズの把握

や地域住民の更なる利便性向上を図るとともに、中心市街地等における地元商店街等の

活性化に寄与するため。 

コスト及び

財源 

令和５年度 ２１２千円 

（運賃収入 ６２千円、市補助金 ７５千円、事業者負担 ７５千円） 

実施概要 

乗用の営業をしている事業者が所有するセダン型の車両を使用した運行形態での運行。

（平成２３年４月から、法第４条許可による本格運行） 

公共交通空白・不便地域への対応等を基本に、地形状や道路事情等により、路線固定型

の対応よりもデマンド（区域型運行）の方が、より実効性が高い地域において実施。 

 

【運行内容】 

・運行日 

月曜から金曜の平日運行（土、日、祝日及び年末年始（12/29～1/3 は運休） 

※予約がない場合は運行しない。 

 

・ 運賃 一律３５０円 ※未就学児については、保護者同伴で２名まで無料 

・ 割引運賃  

利用登録者同士（２名）で同時に利用する場合は１名３００円 

１名で同日に往復利用する場合、復路の運賃は２５０円  

    

運行にあたっては原則事前登録制とし、利用する際は電話での予約を基本とする。 

予約時間午前９時～午後１０時 

（登録についてはエリア外に居住する方でも可） 

１便目 前日の午後１０時までに予約 

２便目以降 運行する便の３０分前までに予約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

運行時間帯 

渋沢駅エリア 
栃窪・渋沢 

エリア 

 1 8：30 発 

1 9：40 発 2 10：00 発 

2 10：40 発 3 11：00 発 

3 12：40 発 4 13：00 発 

4 14：40 発 5 15：00 発 

5 16：40 発 6 17：00 発 
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実施結果 

〈令和５年度 利用実績〉 

運行日数：１０９日    利用登録人数：１５７人    

  運行便数：１９３便    利用者数：１９７人 

   

その他 

課題等 
乗合率の向上、利用促進ＰＲ 

類似事例  

連絡先 
秦野市 都市部 交通住宅課 公共交通担当 

 電話 ： ０４６３－８２－９６４４ （直通） 

備考 
ホームページ（秦野市公式ホームページ：公共交通） 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1001000000763/index.html 
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［３－Ａ－１７］上地区乗合自動車「行け行けぼくらのかみちゃん号」 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 株式会社愛鶴 

実施時期

（期間） 
平成２６年１０月から（実証運行は平成２３年１０月から） 

対象地域 上地域 

実施段階 実施中 

実施目的 
不採算によるバス路線の撤退を受け、生活に必要な公共交通の確保、維持を地域住

民が主体的に考え、持続可能な公共交通の確立を目指す。 

コスト及

び財源 

令和５年度事業経費   １４，９８４千円 

（収入５，９１６千円、市補助金６，８０９千円、事業者負担２，２５９千円） 

実施概要 

１４人乗りワゴン型車両を使用した路線固定による運行 

上地区交通確保検討協議会（現・上地区公共交通協議会）で、運行基本計画を策

定し、３路線を設定した。 

実証運行を経て、平成２６年１０月から本格運行を開始。 

平成２４年 ６月 一部ルート及び運行ダイヤの見直し 

平成２５年 ３月 ポイントカード制度終了 

平成２５年 ７月 長期休業期間中の小児運賃を半額化 

平成２５年１０月～平成２６年９月 土曜日実証運行 

平成２６年１０月 運行ダイヤの見直し 

平成２７年１０月 １４人乗り車両を導入（１台） 

平成２８年１０月 １４人乗り車両を導入（１台） 

※運行している車両２台とも１４人乗り車両となる。 

平成２９年 ４月 運行ダイヤの見直し 

平成３０年 ４月 車体広告による広告料収入の実施 

平成３０年１２月 沿線自治会を中心とした運行協力金の寄付 

令和元年  ５月 停留所の新設及び運行ルートの延伸 

令和５年 １０月 新ルート及び新ダイヤでの運行を開始 
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実施結果 

〈令和５年度 利用実績〉 

運行日数：２４３日 

○湯の沢線 

 運行便数：３，８８８便／年（１６便／日） 

 利用者数：１０，０５９人（２．５９人／便） 

○循環線（みくるべ経由） 

 運行便数：２，０６８便／年（４便／日） 

  利用者数： ４，７７１人（２．３１人／便） 

 ○循環線（八沢柳川経由） 

運行便数：２，０５８便／年（５便／日） 

  利用者数： ４，７８７人（２．３３人／便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

課題等 
利用者増、収支率の改善 

類似事例 路線固定型乗合タクシー（秦野市） 

連絡先 
秦野市 都市部 交通住宅課 公共交通担当 

電話：０４６３－８２－９６４４（直通） 

備考 
ホームページ（秦野市公式ホームページ：公共交通） 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1001000000763/index.html 
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［３－Ａ－１８］地域コミュニティ交通「森の里ぐるっと」 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 森の里ぐるっと運営協議会 一般社団法人 厚木ぐるっと 

実施時期

（期間） 
平成 23 年 10 月～（継続中） 

対象地域 厚木市森の里地域 

実施段階 稼働中 

実施目的 地域住民の手による、住民のニーズに合った最適なルートで交通を提供する。 

コスト及び

財源 

平成23年度から平成25年度までは市民協働事業として、市が車両の確保に係る経費を補

助していた。燃料費等については、市の草刈受託を行い自ら経費を捻出し、運行経費としてい

た。平成26年度以降については、市民協働事業としての支援が終了することから、市の草刈

受託の範囲を拡大し、燃料費だけでなく、車両の確保に係る経費についても自ら捻出し、事業

を実施している。 

実施概要 

 

【運行形態】 

車両：７人乗りワゴン車（乗車定員５人） 

ルート：一方通行の循環（１周約20分） 

運行日：週３日（月、水、金曜日）の１日８便及び 

運賃：無料 

【運行ルート】 
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【車両】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

生活の足を確保するという本来の目的以外にも、地域における見守り、防犯機能や、利用者

間による交流が図られ、高齢者の外出機会を促進するといった効果が現れている。 

また、事業実施主体である一般社団法人厚木ぐるっとは、市民協働事業の支援が終了した

後の運行方法について、市の支援に頼らず自立して運行を継続しており、地域における公共の

担い手となっている。 

 

【令和５年度利用者数】 

 2,880 人 

その他 

課題等 

市内の他地区においても、森の里ぐるっとのように地域自らが主体となり、支えあう仕組みづ

くりとして、乗合交通を実施することが望ましい。 

類似事例  

連絡先 厚木市都市みらい部都市計画課 電話 （046）225-2357 

備考  
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［３－Ａ－１９］地域コミュニティ交通「ココモ」 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 厚木市 

実施時期

（期間） 

令和６年１月～（継続中） 

※平成 30 年度から実証実験を行い、令和６年１月から道路運送法４条に基づく継続運行とな

った。 

対象地域 厚木市鳶尾、まつかげ台・みはる野地域 

実施段階 稼働中 

実施目的 
本市の公共交通不便地域において、路線バスを補完するコミュニティ交通を、地域特性や地

域住民のニーズに合った最適なルートで提供する。 

コスト及び

財源 

令和５年度 委託料 9,093 千円、運営協議会補助金 1,200 千円 （厚木市負担） 

収入 428 千円 

実施概要 

 

【運行形態】 

車両：１０人乗りジャンボタクシー（乗客定員８人） 

ルート：一方通行の循環（１周約45分） 

運行日：鳶尾ルート（月、金曜日）の１日４便運行 

まつかげ台・みはる野ルート（火、木曜日）の１日４便運行 

  運賃：１乗車 100 円（小学生 50 円、未就学児 無料） 

 

【運行ルート】 
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【車両】 

 

実施結果 

生活の足を確保するという本来の目的以外にも、地域における見守り、防犯機能や、利用者

間による交流が図られ、高齢者の外出機会を促進するといった効果が現れている。 

 

【令和５年度利用者数】 

 4,282 人 

その他 

課題等 
利用者増、収支率の改善 

類似事例  

連絡先 厚木市都市みらい部都市計画課 電話 （046）225-2357 

備考 
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［３－Ａ－２０］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 大和市 

実施時期

（期間） 

のろっと：北部ルート、南部ルート…平成 16年 4 月 1 日～ 

やまとんＧＯ：中央林間西側地域、相模大塚地域…平成 26年 10 月 30 日～ 

        深見地域、桜ヶ丘地域…平成 27年 1 月 29 日～ 

対象地域 市内 

実施段階 運行中 

実施目的 

市内公共交通網を補完することにより、市民の地域間におけるモビリティの向上を

図り、市民の外出意欲を高めるとともに、高齢者等の移動制約者の移動手段確保に

寄与するもの。対象地域を公共交通不便地域、主な対象者を高齢者等の日中の移動

制約者として、概ね７時台から１８時台に運行している。 

コスト及び

財源 

【R05 年度実績】 

◇のろっと 

市負担：約 76,844 千円［（運行経費約 114,441 千円）-（運賃収入等約 37,597 千円）］ 

◇やまとんＧＯ 

市負担：約 290,421 千円［（運行経費約 337,414 千円）-（運賃収入等約 46,993 千円）］ 

実施概要 

◇コミュニティバス運行 
（経過） 

H12 年度： 

H13 年度： 

H14 年度： 

H16 年度： 

 

H19 年度： 

H20 年度： 

H22 年度： 

 

H23 年度： 

H24 年度： 

H25 年度： 

H26 年度： 

 

 

H27 年度： 

 

 

H28 年度： 

公共交通施策調査 

コミュニティバス検討準備会、コミュニティバス検討会議を設置 

実験運行開始 

「のろっと」本格運行開始 

一部ルート変更に伴うダイヤ改正、回数券発売開始 

実験運行として「のろっと」南部ルート１便増便 

「のろっと」南部ルート１便増便を本格運行へ移行 

「のろっと」北部・南部両ルートを一部変更し、乗り入れ地域拡大 

「のろっと」北部ルートに土曜・休日ダイヤ設定 

「のろっと」南部ルートで一部ルート変更 

「のろっと」北部・南部両ルートを一部変更し、乗り入れ地域拡大 

新規４地域で新しいコミュニティバスの実験運行開始 

「やまとんＧＯ」４地域本格運行開始 

 中央林間西側地域、相模大塚地域…H26.10.30～ 

 深見地域、桜ヶ丘地域…H27.1.29～ 

「のろっと」北部ルートで運行経路変更、バス停新設、運行時間拡大 

 車両更新（ラッピングバス） 

「のろっと」南部ルートで迂回ルート解除、ダイヤ改正 

「のろっと」にバスロケーションシステムを導入 

コミュニティバス及び民間路線バスの運行ルート等を掲載した「大和市バ

スマップ」を発行 

 R01 年度： 「やまとん GO」中央林間西側地域・桜ヶ丘地域のルートを一部変更し、乗り

入れ地域拡大、バス停新設、ダイヤ改正 
             「のろっと」に交通系 IC カードを導入 

R02 年度： 「やまとん GO」相模大塚地域のバス停新設。中央林間西側地域・桜ヶ丘地域

でダイヤ改正。 

R05 年度： 「のろっと」南部ルートのバス停新設。 
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（運行概要） 

○運行ルート 

・のろっと  [北部ルート]Ａ系統～Ｂ系統（中央林間駅～市役所～中央林間駅） 

Ｂ系統～Ａ系統（中央林間駅～市役所～中央林間駅） 

[南部ルート]大和駅～桜ヶ丘駅～高座渋谷駅～桜ヶ丘駅～大和駅 

・やまとんＧＯ[中央林間西側地域]右・左回り（中央林間駅～南林間駅～中央林間駅） 

       [相模大塚地域]往・復路（相模大塚駅～南林間駅、南林間駅～相模大塚駅） 

       [深見地域]往・復路（大和駅～市役所、市役所～大和駅） 

       [桜ヶ丘地域]右・左回り（桜ヶ丘駅～高座渋谷駅～桜ヶ丘駅） 

○運 行 台 数：「のろっと」２台／１ルート 計４台（各予備車 1 台） 

「やまとんＧＯ」４台／１地域 計１６台（各予備車 1 台） 

○バ ス 車 両：「のろっと」…日野ポンチョ 

「やまとんＧＯ」…キャラバン、ハイエース（地域毎に異なる） 

○運 賃：「のろっと」１乗車 100 円、「やまとんＧＯ」１乗車 150 円 

※いずれも小学生以上、運賃前払い 

○運賃支払方法：現金、専用回数券、交通系 IC カード（のろっとのみ） 

       「のろっと」…11 枚綴り 1,000 円 

「やまとんＧＯ」…11 枚綴り 1,500 円 

○運 行 便 数：のろっと［北部ルート］ 7～8便／日 ※土曜・休日ダイヤ有り 

［南部ルート］ 11 便／日 

やまとんＧＯ[全地域] 44 便／日 

○実 施 手 法：乗合バス事業者に委託 

○受託事業者：神奈中タクシー㈱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

◆のろっと利用実績 

 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

利用者数 309,034 人 353,621 人 383,559 人 

1 日あたり 846 人 969 人 1,078 人 

 

◆やまとんＧＯ利用実績 

 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

利用者数 270,937 人 304,071 人 340,932 人 

1 日あたり 742 人 833 人 932 人 
※中央林間西側地域・相模大塚地域 H26.10.30～、深見地域・桜ヶ丘地域 H27.1.29～運行開始 

その他 

課題等 

・利用促進、乗り残し、運行経費 

類似事例 
 

連絡先 
大和市街づくり施設部街づくり総務課街づくり調査係 

電話：０４６－２６０－５４４４（直通） 

備考 
・大和市ホームページ（コミュニティバスほか交通施策） 

https://www.city.yamato.lg.jp/gyosei/kurashi/communitybasu/10711.html 

 

  

▼のろっと ▼やまとんＧＯ 
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［３－Ａ－２１］地域と市との協働「のりあい」 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 大和市・地域住民（市と地域住民による協働事業） 

実施時期

（期間） 
平成 31年 4 月 1日～ 

対象地域 市内（西鶴間・上草柳地域） 

実施段階 運行中 

実施目的 

路線バスやコミュニティバスなどが導入できない地域において、地域住民が主体

となって移動手段の創出に取り組み、外出機会の創出を通して地域コミュニティの

活性化を図るとともに、高齢者等の移動制約者の移動手段確保に寄与するもの。主

な対象者を高齢者等の日中の移動制約者として、概ね８時台から１７時台に運行し

ている。 

コスト及び

財源 

【R05 年度実績】 
市負担：約 41,097 千円［（運行経費約 45,584 千円）-（運賃収入等約 4,487 千円）］ 

実施概要 

（経過） 

H20 年度： 

H21 年度： 

 

H22 年度： 

H23 年度： 

H24 年度： 

 

 

H25 年度： 

H26 年度： 

 

H27 年度： 

H28 年度： 

H29 年度： 

H30 年度： 

 

R01 年度： 

 
R04 年度： 

「乗合バス運行準備会」発足、住民アンケート・ルート試走・ミニ集会実施 

地域説明会・実験運行（3回）・地域報告会実施、市との協働事業に採択さ

れる（1回目） 

実験運行開始 

本格運行開始、乗りこぼし利用者への対応として待機車制度実施 

参加自治会増加、運行回数増便、ルートを一部変更し、乗り入れ地域拡大、

バス停新設、ダイヤ改正、車両 1台増車、市との協働事業に採択される 

（2回目） 

ルートを一部変更し、バス停新設・廃止、ダイヤ改正 

ルートを一部変更し、バス停新設、ダイヤ改正、車両 2 台増車（コミュニ

ティ助成事業助成金を活用） 

ダイヤ改正、運行回数増便、市との協働事業に採択される（3回目） 

ダイヤ改正 

ダイヤ改正 

運行部分をバス事業者へ業務委託、バス事業者による実験運行開始、 

市との協働事業に採択される（4 回目）、ダイヤ改正 

バス事業者による本格運行開始、ルートを一部変更（延長）し、バス停新

設、ダイヤ改正 

平日午前中のルートを一部変更 

  

（運行概要） 

○運行ルート：西鶴間・上草柳地域 

（市役所～上草柳 9丁目～西鶴間 8 丁目～南林間 6丁目～鶴間駅～市役所） 

○運 行 台 数：２台（予備車 1台） 

○バ ス 車 両：ハイエース 

○運 賃：１乗車 150 円 ※小学生以上、運賃前払い 

○運賃支払方法：現金、専用回数券（11 枚綴り 1,500 円） 

○運 行 便 数：平日：20 便／日、土日祝日：12 便／日 

○実 施 手 法：乗合バス事業者に委託 

○受託事業者：相鉄バス㈱ 
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実施結果 

【利用実績】 

◆バス事業者委託前 

 
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30年 4月～

平成 30 年 9 月 

利用者数 15,797 人 16,006 人 7,896 人 

運行日数 243 日 245 日 183 日 

1 日あたり 65 人 65 人 43 人 

 

◆バス事業者委託後（平成 30 年 10 月～） 

 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

利用者数 23,660 人 26,449 人  30,925 人  

運行日数 365 日 365 日  366 日  

1 日あたり 65 人 72 人  84 人  
 

その他 

課題等 
・利用促進、乗り残し、運行経費 

類似事例 
 

連絡先 
大和市街づくり施設部街づくり総務課街づくり調査係 

電話：０４６－２６０－５４４４（直通） 

備考 
・大和市ホームページ（コミュニティバスほか交通施策） 

https://www.city.yamato.lg.jp/gyosei/kurashi/communitybasu/10711.html 
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［３－Ａ－２２］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 海老名市 

実施時期

（期間） 
平成 15 年 9 月 1 日～ 

対象地域 国分地域、上今泉地域、大谷地域、杉久保地域 

実施段階 施行中 

実施目的 公共交通不便地域解消、その他（高齢者外出支援） 

コスト及び

財源 

令和５年度コスト  ９４，３９２，９５６円 

（内訳） 

 公費負担      ５３，５２４，３８５円 （56.7％） 

 利用者負担      ４０，８６８，５７１円 （３７．１％） 

実施概要 

【実施経過】 

Ｈ１４年 ４月  総合バス交通システム検討市民会議発足 

Ｈ１５年 ９月  国分ルート試験運行開始（～Ｈ１７．３まで） 

Ｈ１６年１１月  総合バス交通システム検討市民会議最終報告書提出 

Ｈ１７年 ４月  国分ルート本格運行開始 

Ｈ１８年１０月  上今泉ルート試験運行開始 

Ｈ１９年１２月  大谷・南部ルート試験運行開始 

Ｈ２０年１０月  上今泉ルート本格運行開始 

Ｈ２２年 ７月  大谷・杉久保ルート試験運行開始 

         本郷ルート試験運行開始 

         （大谷・南部ルートを大谷・杉久保ルート及び本郷ルートの２ルー

トに分割） 

Ｈ２５年 ４月  海老名市コミュニティバス運行ガイドライン施行 

Ｈ２６年 ９月  本郷ルート運行休止 

Ｈ２６年１０月  大谷・杉久保ルート本格運行開始 

Ｒ０５年１０月  運賃体系の改定 

         （150 円を 200 円に改定・高齢者等への割引運賃制度の創設） 

 

【運行内容】 

１． 国分ルート 

（１） 運行ルート ：海老名駅～相模国分寺跡～北部公園～かしわ台駅 

（２） ルート延長 ：片道約６．５㎞ 

（３） 停留所   ：１５箇所 

（４） 運行時間・間隔：８時１２分～１９時１２分、約６５分間隔 

（５） 運行本数  ：１０往復／日（平日・土休日同ダイヤ） 

（６） 運賃    ：一乗車 大人１５０円・小児（小学生以下）８０円 

      ：一乗車 大人２００円・小児（小学生以下）１００円 

      （市内 65 歳以上の高齢者等は 100 円で乗車可能） 

２． 上今泉ルート 

（１） 運行ルート ：海老名駅西口～中央図書館～上今泉五丁目～かしわ台駅 

（２） ルート延長 ：片道約７.３㎞ 

（３） 停留所   ：１７箇所 

（４） 運行時間・間隔：８時８分～２０時４７分、約８５分間隔 

（５） 運行本数  ：９往復／日（平日・土休日同ダイヤ） 

（６） 運賃    ：一乗車 大人１５０円・小児（小学生以下）８０円 

      ：一乗車 大人２００円・小児（小学生以下）１００円 

      （市内 65 歳以上の高齢者等は 100 円で乗車可能） 

 

３． 大谷・杉久保ルート 

（１） 運行ルート ：海老名駅～海老名市役所～大谷コミュニティセンター 
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～ＥＸＰＡＳＡ海老名下り 

（２） ルート延長 ：片道約７．５ｋｍ 

（３） 停留所   ：１４箇所 

（４） 運行時間・間隔：７時１７分～１９時５５分、約９０分間隔 

（５） 運行本数  ：９往復／日（平日・土休日同ダイヤ） 

（６） 運賃    ：一乗車 大人１５０円・小児（小学生以下）８０円 

      ：一乗車 大人２００円・小児（小学生以下）１００円 

      （市内 65 歳以上の高齢者等は 100 円で乗車可能） 

 

 

《全ルート共通》 

○運行主体  ：相鉄バス株式会社（道路運送法第４条事業者） 

○バス車両  ・ポンチョ（日野自動車）   ・台数…４台（予備車両含む） 

       ・交通バリアフリー法適合車両 ・受託先所有 

 

【特徴的な取り組み】            【運行路線図】 

検討段階において市民を構成メンバー 

とする総合バス交通システム検討市民会 

議を設置し市民の市政参画を図り、また 

国分ルート試験運行時より「コスト表示」 

を行い、運行コストや公費負担額等の情 

報を市民と共有することで、市政の透明 

性の更なる確保（市民と行政の情報の共 

有化）と市職員のコスト意識の一層の向 

上を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 令和 5 年度の１日平均利用者数は約 750 人/日となっています。 

その他 

課題等 

・コミュニティバスが運行していない交通不便地域との不公平感の解消 

・利用者の増加及び公費負担の軽減（運賃の改定） 

類似事例 東京都武蔵野市（ムーバス） 神奈川県大和市（のろっと）  他多数 

連絡先 

海老名市 まちづくり部 都市計画課 

ＴＥＬ：０４６－２３５－９６７６ ＦＡＸ：０４６－２３３－９１１８ 

ＭＡＩＬ：toshikeikaku@city.ebina.kanagawa.jp 

備考  
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［３－Ａ－２３］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 座間市 

実施時期

（期間） 

試行運行：平成１６年１１月～平成２４年２月末 

本格運行：平成２４年３月～ 

対象地域 市内 

実施段階 運行中 

実施目的 
公共交通網の補完的役割を果たすとともに、市の公共施設だけでなく、二次救急病院や商

業施設、鉄道駅等にもアクセスする市民生活の足として、利便性向上を目的としている。 

コスト及び

財源 
令和５年度運行経費（運行委託費）    約 111,580 千円 

実施概要 

《A さがみ野コース》 

〇運行ルート：さがみ野駅⇔かしわ台駅入口⇔立野台コミュニティセンター入口⇔座間市役  

         所 

〇ルート延長：6.90 ㎞ 

〇停留所：15 箇所 

 

《B 小松原・病院経由コース》 

〇運行ルート： 座間市役所→相武台前駅南口→イオンモール座間→相武台病院→北地区

文化センター前→相武台病院→イオンモール座間→相武台前駅南口→座間

市役所 

〇ルート延長：17.65 ㎞ 

〇停留所：27 箇所 

 

《C 相模が丘コース》 

〇運行ルート： 座間市役所→相武台前駅南口→イオンモール座間→座間郵便局前→イオ

ンモール座間→相武台前駅南口→座間市役所 

〇ルート延長：13.55 ㎞ 

〇停留所：22 箇所 

 

《D 東原・ひばりが丘南コース》 

〇運行ルート： 児童館前⇔芹沢公園⇔座間市役所 

〇ルート延長：7.05 

〇停留所：15 箇所 

 

《E 西部方面循環コース（右回り・左回り）》 

〇運行ルート：（右回り）座間市役所→座間駅入口→公民館前→座間総合病院→座間市役

所                     

          （左回り）座間市役所→座間総合病院→公民館前→座間駅入口→座間市役所 

〇ルート延長：11.18 ㎞ 

〇停留所：21 箇所 

 

《全コース共通》 

〇運賃：150 円（未就学児無料） 回数券 11 枚つづり 1500 円 

〇運行日：年末年始（12/29～1/3）を除き毎日運行 

〇使用車両：A・B・D・E コース  ワゴン(定員 10 名・車いすのまま乗車可) 

          C コース       小型ノンステップバス（定員 28 名・車いすのまま乗車可） 

〇実施手法：乗合バス事業者に委託 

〇受託事業者： 神奈中タクシー株式会社 
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実施結果 

令和５年度運行実績 

運行日数：360 日 

年間利用者数：165,686 人 

１日当たり平均利用者数：約 460 人 

その他 

課題等 
運行経費の維持と効率の良い運行 

類似事例  

連絡先 座間市 都市部 都市計画課 地域交通係  電話 046‐252‐8289 

備考 
ホームページ 

https://www.city.zama.kanagawa.jp/www/contents/1485477321422/index.html 
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［３－Ａ－２４］デマンド型乗合タクシーの運行（三竹・グリーンヒル地区） 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 伊豆箱根交通株式会社 

実施時期

（期間） 
令和 5 年 10 月 1 日（実証運行は令和 3 年 10 月 4 日） 

対象地域 南足柄市三竹・グリーンヒル地区 

実施段階 運行中 

実施目的 ・バス路線退出後の交通手段の確保 

コスト及び

財源 

運行委託料＝運行経費―運賃収入（回数券含む） 

令和５年度運行委託料：2,571 千円 

実施概要 

 

【三竹・グリーンヒル地区予約型乗合タクシーの運行内容】 

運行区域：南足柄市三竹・グリーンヒル地区と大雄山線沿線塚原駅周辺 

停留所数：19 箇所 

運行日時：年末年始（12/29～1/3）及び祝日を除く平日すべて 

運行本数：18 便 

使用車両：乗車定員７名以下の普通乗用車 

運   賃：大人 300 円、小人（中学生以下）150 円 

       未就学児は保護者同伴で無料 

予約方法：運行時間の 1 時間前までに予約センターに電話で予約 

       予約受付は午前 6 時から午後 9 時まで（年末年始（12/29～1/3）及び祝日を除く） 
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実施結果 

【令和５年度実績】 

運行便数：826 便 

利用者数：1,071 人 

その他 

課題等 
乗合率の向上、乗降ポイントの増設、運行日時の変更 

類似事例  

連絡先 
南足柄市企画部企画課定住促進班 

0465-73-8001 

備考 https://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/machi/seisaku/koukyo_koutuu/p07000.html 
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［３－Ａ－２５］デマンド型乗合タクシーの運行「おでかけ号」（福沢地区） 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 伊豆箱根交通株式会社 

実施時期

（期間） 
令和 4 年 10 月 1 日（実証運行は令和 3 年 2 月 15 日） 

対象地域 南足柄市福沢地区 

実施段階 運行中 

実施目的 
・交通空白地における生活交通の確保 

・高齢者の移動支援 

コスト及び

財源 

運行委託料＝運行経費―運賃収入 

令和５年度運行委託料：2,002 千円 

実施概要 

 

【予約型乗合タクシー「おでかけ号」（福沢）の運行内容】 

運行区域：南足柄市福沢地区と市中心部の市街地 

停留所数：29 箇所 

運行日時：年末年始（12/29～1/3）及び祝日を除くすべて 

運行本数：18 便 

使用車両：乗車定員７名以下の普通乗用車 

運   賃：大人（中学生以上）300 円、小人 150 円 

       未就学児は保護者同伴で無料 

予約方法：運行時間の 1 時間前までに予約センターに電話で予約 

       予約受付は午前 8 時から午後 5 時半まで（年末年始（12/29～1/3）を除く） 

 

■ 運行日時：毎日運行  

年末年始(12/29～1/3)を除く 

 行き 対象地区エリア 帰り 目的地エリア 

１便 9:00 発 10:30 発 

２便 10:00 発 11:30 発 

３便 11:00 発 12:30 発 

４便 12:00 発 13:30 発 

５便 13:00 発 14:30 発 

６便 14:00 発 15:30 発 

７便 15:00 発 16:30 発 

８便 16:00 発 17:30 発 

９便 17:00 発 18:30 発 

※ 予約の無い便は運行しません 

■ 運賃（一人あたり、片道） 

大人（中学生以上） ３００円 

こども        １５０円 

「 お で か け 号 ・ 福 沢 」 
福沢地区の運行エリアにお住いの方はぜひご利用ください！ 

南 足 柄 市 予 約 型 乗 合 タ ク シ ー 

福沢地区におけるデマンド交通「おでかけ号」は、公共交通不便地域の改善を図るめ、 

令和３年２月から実証運行を開始し、令和４年１０月からは本格運行を実施しています。 
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実施結果 

【令和５年度実績】 

運行便数：844 便 

利用者数：1,007 人 

その他 

課題等 
乗合率の向上、乗降ポイントの変更 

類似事例  

連絡先 
南足柄市企画部企画課定住促進班 

0465-73-8001 

備考 https://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/machi/seisaku/koukyo_koutuu/p06097.html 
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［３－Ａ－２６］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 綾瀬市 

実施時期

（期間） 
平成１７年１１月１日～ 

対象地域 市内（交通不便地域） 

実施段階 本格運行（平成２５年１１月１日～） 

実施目的 
「交通不便地区の解消及び市中央部へのアクセスの向上」を目的として、市内５

路線でコミュニティバスを導入し、バス交通の利便性の向上を図る。 

コスト及

び財源 

【令和５年度実績】 

市負担額        ９１，８７０千円 

運行委託費   １１４ ，００６千円 

運 賃 収 入    ２１，１４６千円 

有料広告収入       ９９０千円 

実施概要 

【運行概要】 

○運行ルート １号車 綾瀬市役所～かしわ台駅～綾瀬市役所 

       ２号車 綾瀬市役所～相模大塚駅 

       ３号車 綾瀬市役所～上土棚団地～綾瀬市役所 

       ４号車 綾瀬市役所～長後駅西口 

       ５号車 綾瀬市役所～高座屋内温水プール 

○運行開始日 １号車 平成１７年１１月１日～ 

       ２号車～５号車 平成１８年１１月１日～ 

○運 行 間 隔 概ね７５分～１５０分 

○運 行 本 数 ３.５便～９便 

○運 賃 一乗車 大人１８０円、小児９０円（小学生以下） 

○割 引 運 賃 一乗車 高齢者（６５歳以上）１００円 

           障がい者大人１００円 

           障がい者小児５０円（小学生以下） 

○バ ス 停 原則として３００ｍ間隔 

○バ ス 車 両 小型ノンステップバス（交通バリアフリー法適合車両） 

○乗 車 定 員 ２８人 

○事 業 主 体 綾瀬市 

○運 行 手 法 乗合バス事業者に委託（相鉄バス㈱、神奈川中央交通㈱） 
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実施結果 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの利用者数は１７４，０８５人で

あった。 

また、６５歳以上の高齢者が利用者全体の約７割を占めている。このことから、

コミュニティバスの運行目的である「交通不便地区の解消及び市中央部へのアクセ

スの向上」と交通弱者の外出支援に一定の効果を得ることができた。 

その他 

課題等 

コミュニティバスと民間路線バスとの間に運賃格差あるため、不公平感を生み出

してしまう。 

類似事例 大和市コミュニティバス、海老名市コミュニティバス 他多数 
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連絡先 

＜コミュニティバス関係＞ 

都市部 都市整備課 まちづくり担当 

電話【代表】0467－77－1111（内線）2532【直通】0467－70－5629 

＜交通計画関係＞ 

都市部 都市計画課 計画調整・開発指導担当 

電話【代表】0467－77－1111（内線）2511･2512【直通】0467－70－5625 

備考 

市ホームページ  

https://www.city.ayase.kanagawa.jp/kurashi_tetsuzuki/doro_kotsu/kawasemi 

/11516.html 
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［３―Ａ―２７］コミュニティバス等 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 寒川町 

実施時期

（期間） 
平成１５年１月～ 継続中 

対象地域 ＪＲ相模線北側地域・南側地域 

実施段階 本格運転実施 

実施目的 

少子高齢化対策や自家用自動車依存を抑制するという環境負荷への軽減、交通事故

防止対策という大きなテーマを持ちつつ、町民の身近な足の確保を図るため、既存

バス運行路線の補完、公共交通空白不便地域の解消、交通弱者の機動性の確保等を

目的に行っている。 

コスト及び

財源 

Ｒ５年度 約５６，５０７千円 

運賃収入 約８，８７８千円、町負担金 約４７，６２８千円） 

実施概要 

Ｈ１５.１.８～Ｈ１７.１.７（国庫補助事業） 

Ｈ１５.１.８～倉見駅行きルート、町内周回北ルートを手始めに試験運転開始 

Ｈ１５.１０.２２～倉見駅行きルート廃止。町内周回北ルート一部変更 

Ｈ１５.１０.２２～寒川駅行きルート、町内周回東ルート試験運転開始 

Ｈ１８.７.１～全ルートの運行内容一部変更 

Ｈ２１.１０.５～愛称を「もくせい号」として本格運転開始（月～金の運行に変更） 

        北ルート・東ルートの運行内容等一部変更、南ルートの追加、 

寒川駅行きルート廃止 

Ｈ２３.６.１～ダイヤ一部改正 

Ｈ２６.１０.１～北ルート休止 

Ｈ２６.１０.６～運行形態変更 運賃改定 １００円を１５０円へ 

        南ルート・東ルートの運行内容等一部変更 

        倉見大村ルート運行開始 

Ｈ２７.１０.１～ダイヤ一部改正 

Ｈ２７.１０.３～土日運行実施 

Ｈ３１．４．１～東ルートを一部延長し、バス停を１基新設。 

        ルート延長に伴い、ダイヤ一部改正（１１便中５便のみ） 

 

＜運行内容等＞ 

○運 行 日：年末年始(12/29～1/3)を除いた平日・土曜・休日運行 

○運行時間：午前７時～午後５時台（東ルート） 

午前９時～午後２時台（南ルート） 

午前８時～午後５時台（倉見大村ルート） 

○運行頻度：●東ルート    １１本 

●南ルート     ４本 

●倉見大村ルート １２本 

○運行ルート：ルート図のとおり。 

※３ルートともに片側運行 

※起終点は、寒川駅バス停 

○バス停留所：６３箇所 

○運行車両：●東ルート 

ノンステップ型小型低床バスで、車椅子対応のもの。３４人乗り 

●南・倉見大村ルート 

乗車定員１０名以下の小型車両。８人乗り 

○運 賃：１５０円均一料金、小学生･障がいのある人は１００円(未就学児は無料) 

     ※寒川駅が起点・終点となるため、寒川駅を乗り継いで乗車する場合は 
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      乗り継ぎ券を発行 

○運行は、バス事業者・タクシー事業者に委託 

 

実施結果 

第１期試験運転（Ｈ１５．１．８～Ｈ１５．１０．２１） 

●倉見駅行きルートの利用者数 １日当たり ２．１人 

●町内周回北ルートの利用者数 １日当たり４７．０人 

第２期試験運転（Ｈ１５．１０．２２～Ｈ１８．６．３０） 

アンケート調査等の結果を踏まえ、利用者数の少ない倉見駅行きルートを廃

止し、町内周回北ルートの一部変更をした。町内周回東ルート及び寒川駅行き

ルートを新設した。 

●町内周回北ルートの利用者数 １日当たり１３８．３人 

●町内周回東ルートの利用者数 １日当たり ７４．５人 

●寒川駅行きルートの利用者数 １日当たり ２２．２人 

第３期試験運転（Ｈ１８．７．１～Ｈ２１．１０．４） 

これまでの利用状況やアンケート等の結果を踏まえ、全てのルートの起終点

を寒川駅とした。また、町内周回北ルートと東ルートは双方向運転とし、運行

時間の延長を行った。寒川駅行きルートは、便数を半減した。 

●町内周回北ルートの利用者数 １日当たり１２２．８人 

●町内周回東ルートの利用者数 １日当たり  ９７．１人 

●寒川駅行きルートの利用者数 １日当たり  １２．４人 

 本格運転（Ｈ２１．１０．５～） 

   試験運転で運行内容の見直しを重ね、交通手段の少ない高齢者や障害のある 

方などが町内に点在するコミュニティを移動するためのものとして設定。 

月曜～金曜運行（祝日は運行。土･日曜は運休。） 

●北ルートの利用者数 １日当たり ９３．１人  （H21.10.5～H25.3.31分） 

●東ルートの利用者数 １日当たり１０７．９人  （H21.10.5～H25.3.31分） 

●南ルートの利用者数 １日当たり  １３．７人  （H21.10.5～H25.3.31 分） 

運行内容変更（Ｈ２６．１０．６～） 

   北ルートの廃止、小型車両による南ルート・倉見大村ルートの設定と運行内

容の変更を行った。また同時に運賃を１００円から１５０円に改定。 

●東ルートの利用者数 １日当たり９１．０人  （H21.10.5～R6.3.31分） 

●南ルートの利用者数 １日当たり １４．１人  （H27.10.1～R6.3.31分） 

●倉見大村ルートの利用者数１日当たり７２．５人（H27.10.1～R6.3.31 分） 

その他 

課題等 

今後、これまでの利用状況や費用対効果等をもとに、今後のコミュニティバスの

あり方等について総合的に検討を行う。 

類似事例 大和市、海老名市、茅ヶ崎市、二宮町、湯河原町 等 

連絡先 
寒川町 都市建設部 都市計画課 

電話０４６７－７４－１１１１内線３２２ 

備考 ホームページ http://www.town.samukawa.kanagawa.jp 
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［３－Ａ－２８］デマンド型乗合タクシー事業 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 伊豆箱根交通株式会社 

実施時期

（期間） 
平成 29 年 4 月 1 日開始 （実証運行は平成 28 年 4 月 1 日） 

対象地域 大磯町西小磯東区 

実施段階 本格実施 

実施目的 

 

対象地域は高台にあり背後が山間地となっているため、旧勾配道路による市街地が形成されてお

り、道路構造上バス等の大型車両の通行が困難なため、周辺にバス停のない大磯町の「交通不便地

域」になっている。交通不便地域を解消すべく、幅員の狭い市街地でも運行可能なセダン型タクシーを

使用した「デマンド型乗合タクシー」を運行することで、地域住民の移動の枠を広げられる「利便性の向

上」を図ることを目的としている。 

 

コスト及

び財源 

令和５年度 

⇒ 事業者：【 運行経費 159 万円 / 運賃収入 56 万円 】  町：【 補助額 70 万円 】 

実施概要 

【デマンド型乗合タクシー概要】 

利用できる地域（西小磯東区）、目的地（町内６か所）を限定した「予約型乗合タクシー」で、 

決められた乗降場所（30 か所）、時刻表（30 分間隔）により、予約のあった乗降場所間を運行。 

・運行日：月曜日から金曜日の平日運行 

  ※土曜日、日曜日、祝日及び年末年始(12/29～1/3)は運休 

・運行時間：午前 8 時から午後 6 時までの 30 分間隔で運行 

・運行経路：お住まいの地区の乗降場所と目的地を結ぶ区間 

  ※途中乗車、途中下車不可 

・運賃：一人 500 円 

※未就学児は保護者同伴で無料（未就学児のみの乗車は不可） 

※障がい者の方は、一人 250 円、介助者一人まで 250 円 

※まとめて予約：２人の場合一人 400 円、３人の場合一人 350 円、4 人の場合一人 300 円 

・予約方法：予約受付は午前 8 時から午後 5 時 30 分まで（土日祝も予約受付可） 

予約したい便の 30 分前までに予約センターに電話で予約 

※ただし、１便（午前 8 時）は要前日予約 
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実施結果 

【令和５年度実績】 

運行日数：243 日 

運行便数：986 便 

利用者数：1,178 人 

登録者数：323 人 

その他 

課題等 
乗合率の向上 

類似事例  

連絡先 大磯町都市建設部都市計画課 0463-61-4100㈹ 

備考 
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［３－Ａ－２９］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 二宮町 

実施時期

（期間） 
平成 14 年 11 月 6 日より実験運行開始、平成 21 年 4 月 1 日より本格導入 

対象地域 町内 

実施段階 稼働中 

実施目的 
公共交通空白地域・不便地域の解消を目的に、全ての町民が利用しやすいコミュニティバスを運

行する。 

コスト及

び財源 
町単独事業費：コミュニティバス運行委託料 

実施概要 

【取組経過】 

・平成 14 年 規制緩和に伴う不採算路線バス撤退への対応策として、路線バス(釜野線)の撤退

を未然に防ぎ、町民の生活交通を確保するため、かねてから不採算路線の有効利用として町

議会等で意見のあったコミュニティバスの運行について検討を開始。 

「各種移送サービスに関するアンケート調査結果(平成 13 年度実施)」を基に、「高齢者の積極

的な社会参加を促し、健康と生きがいづくりの推進を図ること」を目的として、「二宮町コミュニ

ティ(福祉)バス」の実験運行を開始し、新たな乗り合い交通として総合計画に位置付け、よりよ

い地域交通のあり方について検討。 

・平成 15 年 「コミュニティ(福祉)バス実験運行検討委員会」による本運行に向けての検討を行

い、「コミュニティ(福祉)バス実験運行後の本格運行に関する報告書」を策定。 

・平成 16 年 報告書を基に運行経路や便数等の見直しを実施。 

・平成19年 平成21年度からの本格的な導入に向け、「コミュニティバス利用に関するアンケート

調査」を実施し、地域の実情に即した運行と町民の移動の利便性向上を図るため、「二宮町コ

ミュニティバス検討委員会」を設置して、交通不便地域の解消や高齢化社会への対応、児童・

生徒の防犯対策等の様々な課題について検討。 

・平成 20 年 「二宮町コミュニティバス検討委員会」にて報告書及び運行計画をまとめ、平成 21

年 4 月 1 日の本格導入に向けた準備を実施。 

・平成 21 年 4 月 1 日 コミュニティバス本格導入の開始。 

・平成 25 年 12 月よりコミュニティバス運行ルート、時刻表及び運賃を改正して運行を開始。 

・平成 29 年 10 月よりコミュニティバス運行ルート、時刻表を改正。 

・令和４年 10 月よりコミュニティバス運行ルート、時刻表を改正。 

 

【概要】 

・運賃：大人/200 円 、小・中学生/100 円（未就学児/無料）、障がい者/半額、割引手形、回数券 

・便数：1 日 10 便（朝・夕各１便、１～８便） 

・形態：町循環型 

・運行距離： 

 【朝便】団地中央発（山西小学校前経由 二宮駅北口行） ： 5.6km 

 【１便・５便】二宮駅北口発・右循環（山西小学校前・富士見が丘児童館前経由） ： 12.8km 

 【２便・６便】二宮駅北口発・左循環（富士見が丘児童館前・山西小学校前経由） ： 13.2km 

 【３便・７便】二宮駅北口発・右循環（峠公園・西公園前経由） ： 12.3km 

 【４便】二宮駅北口発・左循環： 12.7km 

【夕便】二宮駅北口発（山西小学校前経由 団地中央行） ： 5.6km 

 

・所要時間：  朝便：15 分 

          １～８便：39 分 

          夕便：15 分 

・道路運送法の根拠条項：４条(乗合) 

・運行主体：神奈川中央交通西株式会社 

・運行経路：起点【朝便】団地中央   【１～８便・夕便】二宮駅北口 

・停留所：32 箇所 
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実施結果 

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

大　人 7,512 7,829 10,493 16,456 17,022 14,638 17,022 19,286 21,483

子ども 1,898 1,436 634 950 981 464 180 152 510

障がい者等 699 648 597 892 920 781 852 990 1,578

小計 10,109 9,913 11,724 18,298 18,923 15,883 18,054 20,428 23,571

運行日数 243 243 244 248 243 243 242 243 243

１日平均乗車数 41.6 40.8 48.0 73.8 78.0 65.4 74.6 84.1 97.0

運行経費 12,637,944 12,470,760 15,000,120 15,002,356 12,617,370 14,528,700 15,606,175 14,974,800 15,032,550

運賃収入 1,760,800 1,773,800 2,171,400 2,716,700 2,727,200 2,400,600 2,866,400 3,017,300 3,335,300

町負担額 10,877,144 10,696,960 12,828,720 12,285,656 9,890,170 12,128,100 12,739,775 11,957,500 11,697,250

１人の移動に係る町負担額 1,076 1,079 1,094 671 523 764 706 585 496

にの❤バスの利用状況

 

運行ルート 

時刻表 

133



 

 

その他 

課題等 
乗車率向上のＰＲ 

類似事例  

連絡先 二宮町役場 都市部 都市整備課 計画指導班 電話：0463-71-5956 

備考 ホームページ https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000001354.html 
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［３－Ａ－３０］オンデマンドバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 中井町 

実施時期

（期間） 
平成 25 年１月 10 日～ 

対象地域 町内全域（一部町外：秦野赤十字病院）120 か所 

実施段階 稼働中 

実施目的 

住民ニーズに対応した移動手段の確保 

交通空白不便地域の解消 

高齢者、児童など交通弱者のモビリティの確保 

過度に依存したマイカー利用からの転換 

環境負荷の軽減 

コスト及び

財源 

【運行に係る経費】 

令和５年度 予算額 25,147 千円 

実施概要 
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実施結果  

 

その他 

課題等 
乗り合い率を高めての効率的な運行、他の交通機関への接続等が課題となっている。 

類似事例  

連絡先 中井町企画課政策班 電話 0465-81-1112 

備考 ホームページ https://www.town.nakai.kanagawa.jp/kurashi_tetsuzuki/doro_kotsu/1044.html 
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［３－Ａ－３１］オンデマンドバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 松田町・一般社団法人足柄オンデマンド 

実施時期

（期間） 
令和５年 10 月から実証運行を開始（令和７年度まで実証運行） 

対象地域 松田町、大井町の一部 

実施段階 実証段階 

実施目的 

松田町の人口は平成 7 年をピークに減少に転じ、令和 2 年国勢調査では 10,836 人、65 歳以

上の高齢化率は 34.1％となっており、人口減少や少子高齢化などの影響により、地域にとって

大切な地域公共交通の維持・確保が厳しい状況に置かれている。また、それに伴い、路線バ

スの利用者も減少傾向にある。 

そうした状況において、地域内にＡＩオンデマンド交通システムを導入することで、既存の公共

交通サービスが行き届かなかった地域・時間帯における公共交通を確保し、町内のどこでも、

誰もが安心して利用できる公共交通網を形成する。 

コスト及び

財源 
令和５年度決算額 58,690,500 円 

実施概要 

○運行体制 

町から本事業の実施に向けて設立した一般社団法人足柄オンデマンドに委託。 

一般社団法人足柄オンデマンドから交通事業者等へ運行委託を行っている。 

 

 
○運行区域 松田町及び大井町の一部 

○乗降地点 町内 215 箇所、大井町内 31 箇所 

○運行日 運休日を除く毎日（運休日は年末年始（12/29～1/3）） 

○運行時間 午前６時 30 分～午後 10 時 00 分 

○運行車両 10 人乗りのワンボックス車両 ４台 

○予約方法 電話、LINE または専用アプリから事前予約（１週間前から予約可） 

○運賃 大人 300 円、小学生 100 円、障がい者 100 円（その他定額制パスポートも設定） 
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実施結果 

  10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

登録者数 358 615 774 970 1,076 1,228 － 

月別利用者数 359 2,041 2,167 2,126 1,795 2,557 11,045 
 

その他 

課題等 
本格運行に向けて収支構造を改善していく必要がある。 

類似事例  

連絡先 
松田町政策推進課 電話 0465-83-1222  

一般社団法人足柄オンデマンド 電話 0465-87-8770 

備考 

松田町ホームページ 

https://town.matsuda.kanagawa.jp/soshiki/1/on-demand-bus.html 

一般社団法人足柄オンデマンドホームページ 

https://www.knowroute-ashigara.jp/ 
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［３―Ａ－３２］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 真鶴町 

実施時期

（期間） 
平成２８年１０月１日～ 

対象地域 真鶴町 

実施段階 稼働中 

実施目的 

将来にわたり持続可能な公共交通の実現をめざし、町直営のコミュニティバス・路線バスの再

編統合を行い、公共交通ネットワークを再構築し、新たな運行形態によるコミュニティバスの運

行を開始する。 

コスト及び

財源 
コミュニティバス年間運行経費推計 ２，２４７万円 

実施概要 

●コミュニティバスの運行形態の変化 

・運賃 

無料→２００円（小人１００円） 

・運行日 

平日のみ→３６０日（年末年始運休） 

・運行時間 

【平日】 

６：３０～１９：３８ 

【土日祝日】 

８：２５～１６：３８ 

・運行便数 

３２便（平日） 

１６便（土日祝日） 

 

・使用車両 

１台（２９人乗り・ポンチョ） 
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実施結果 

○利用者数 

平成２８年度（10 月～３月） １６，１１４人 

平成２９年度 ３７，１７５人 

平成３０年度 ４０，７４７人      

令和元年度  ４１，５２６人 

令和２年度  ３０，６０５人 

令和３年度  ３２，４４９人 

令和４年度  ３５，４８１人 

令和５年度  ３７，９０６人 

その他 

課題等 
ルート再編及び運行形態の見直し 

類似事例  

連絡先 真鶴町役場 まちづくり課 都市計画係 0465-68-1131  

備考 真鶴町 HP にて公開 
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［３－Ａ－３３］コミュニティバスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 湯河原町 

実施時期

（期間） 
平成１２年７月から 

対象地域 町内（湯河原駅～真鶴駅間） 

実施段階 本格実施 

実施目的 

高齢社会を迎え、本町においても 65 歳以上の高齢者が今後も益々増える傾向にある

中で、町民の交通面においての対策を図るため、平成12年に実施された乗合バスの需給

調整規制緩和に伴い、実証実験運行（平成 12 年１～６月）を経て、平成 12 年７月にコミュ

ニティバスの定期運行を開始した。 

この運行によって、高齢者や交通弱者の方々はもとより、町民の誰もが利用することが

でき、特に高齢者の方が誰の手も借りずに目的地に行けるという安心感を得ることにもつ

ながり、コミュニティバス自体が地域のコミュニティの場となることを目的とする。 

コスト及び

財源 

令和５年度当初予算額 2,651 千円（コミュニティバス運行事業委託料） 

（委託先）箱根登山バス株式会社 

※委託料の金額については、運行委託規約において、運行経費から運賃収入を差し引い

た額を委託料として支払う（赤字分が発生した場合にその分を補塡する）と定めている。 

 令和５年度実績 黒字決算により、町負担なし。 

 運行経費 18,064,000 円 － 運賃収入 18,281,892 円 ＝差額△217,892 

実施概要 

 

＜実施までの経過＞ 

平成１０年 高齢者の社会参加を推進する方策として、コミュニティバス等の運行につき先

進地調査を開始 

平成１１年 交通弱者の移動支援や公共交通不便地域の解消を目的とし、「観光地にお

ける高齢化の趨勢を踏まえた公共交通体系の再構築に関する調査研究会」

を発足、財団法人・地方自治研究機構と共同調査研究事業を実施 

平成１２年 コミュニティバスの実証実験運行を実施（１～６月） 

         本格運行開始（７月） 

平成１６年 現行路線の一部を延長し、兎沢地区での実証実験運行を実施（７月～１２月

末日） 

平成１７年 既存のゆめ公園経由ルートを兎沢地区に延長 

平成２３年 「千歳ヶ岡」停留所を新設 

平成２６年 消費税率引き上げに伴い運賃改定（大人２００→２１０円、小人１００→１１０

円） 

平成２７年 兎沢で折り返していた既存のゆめ公園経由ルートについて、兎沢から真鶴駅

へ南下するルートに変更、定期券の導入 

令和２年  「防災コミュニティセンター」停留所新設に伴いダイヤ改正 

 

＜運行の概要＞ 

ル ー ト：湯河原駅～真鶴駅間 

延   長：通常便５．２km、ゆめ公園・兎沢経由便（１日３往復）７．７５km 

停留所数：２５箇所 

運行便数：１日１０往復２０便（うちゆめ公園・兎沢経由便３往復６便） 

使用車両：３１人乗り小型バス 

運   賃：１回２１０円（小人１１０円） 

運行主体：箱根登山バス株式会社 
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実施結果 年間利用者 約８万７千人（令和５年度実績） 

その他 

課題等 
町内の他の交通不便地域に対する対応 

類似事例 真鶴町「マナティ号」、武蔵野市「ムーバス」等 

連絡先 湯河原町役場 地域政策課 電話 0465-63-2111 内線 233 

備考 
湯河原町ホームページ 

https://www.town.yugawara.kanagawa.jp/soshiki/17/2004.html 
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［３－Ａ－３４］予約型乗合い交通「ゆたぽん号」の運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 生活交通確保対策（デマンド型乗合いタクシー：区域運行型） 

実施主体 湯河原町・湯河原町地域公共交通会議 

実施時期

（期間） 

平成 30 年 10 月から実証運行 

令和元年 10 月から本格運行 

対象地域 町内 

実施段階 本格実施 

実施目的 

町内の公共交通不便地域の改善を図るため、温泉場エリア、オレンジラインエリア、鍛

冶屋エリア、福浦エリアを対象に、新たな公共交通システムの実証運行を開始する。 

高齢者などの交通弱者に日常生活で必要な移動手段を提供し、外出機会の増加、社

会参加の促進などを目的とする。 

コスト及び

財源 

令和５年度当初予算額 2,433 千円（運行事業委託料や事業通信費など） 

（委託先）湯河原タクシー株式会社 

※委託料の金額については、運行委託契約において、運行経費から乗車運賃を差し引い

た額を委託料として支払うことと定めている。 

 令和５年度実績 

 運行経費 3,784,330 円 － 運賃収入 1,429,700 円 ＝ 差額 2,354,630 円 

実施概要 

 

＜実施までの経過＞ 

平成２７年 路線バス等が運行されていない地域を対象にアンケート調査を実施（１１月） 

平成２８年 湯河原町地域公共交通会議において公共交通不便地域の解消に向けた検

討を開始 

平成３０年 検討結果や新たな公共交通システムの実証運行計画をまとめた「湯河原町 

地域公共交通網形成計画」を策定（５月） 

新たな公共交通システムとして、予約型乗合い交通「ゆたぽん号」の実証運

行を開始（10 月から１年間） 

令和元年  10 月から本格運行を開始 

 

 

＜本格運行の概要＞ 

（概要は次ページ図のとおり） 

乗降ポイント：目的地エリア 10 箇所、温泉場エリア６箇所、オレンジラインエリア１３箇所、 

         鍛冶屋エリア１１箇所、福浦エリア５箇所 

運行台数：１便あたり最大４台、１エリアあたり最大２台運行（１台の最大乗車定員４名） 

運行主体：湯河原タクシー株式会社 
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実施結果 年間利用者 4,525 人（令和５年度実績） 

その他 

課題等 
町内の他の交通不便地域に対する対応 

類似事例 大磯町「大磯町乗合タクシー」、秦野市「デマンド型乗合タクシー」等 

連絡先 湯河原町役場 地域政策課 電話 0465-63-2111 内線 233 

備考 
湯河原町ホームページ 

https://www.town.yugawara.kanagawa.jp/soshiki/17/2015.html 
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［３－Ａ－３５］町内循環バスの運行 
 

分類 公共交通の連続性や利便性の向上 

細分類 コミュニティバス等 

実施主体 愛川町 

実施時期

（期間） 

平成 20年 10 月～（再編実証運行期間） ※増便・増車・有料化 

平成 23 年 7 月～（本格運行開始） ※運行ルート・ダイヤ、便数の見直し 

令和 3 年 6 月～ 運行ルートの一部変更、運賃改定（100 円➡150 円）、ダイヤ改正 

令和 5 年 8 月～ 小児（小学生）運賃改定（150 円から 50 円へ引き下げ） 

対象地域 町内一円 

実施段階 本格運行実施 

実施目的 
愛川町総合交通計画（H19.3 策定）に基づき、町内の移動や路線バスへの乗り継ぎを

主とする「生活公共交通軸」を確保し、交通利便性の向上を図ることを目的とする。 

コスト及び

財源 

【コスト】令和 5 年度運行委託料 38,767,450 円 

【財源】町一般会計 

実施概要 

≪本格運行の実施内容≫ 

 

(1) 運 行 時 間    午前６時 55 分～午後７時 44 分 

(2) 運行本数等 

運 行 ル ー ト 距 離 便 数 便 数 の 内 訳 

愛 川 ・ 高 峰 ル ー ト 25.1km ６ 便 午前３便，午後３便 

中津東部・小沢ルート ※14.1km ５ 便 午前２便，午後３便 

中 津 西 南 部 ル ー ト 16.1km ５ 便 午前２便，午後３便 

※第１便のみ 10.9km   

(3) １日運行総距離数    298.4kｍ 

(4) 運 行 日 等    平日運行 

（土曜・日曜・祝日、12 月 29 日から 1月 3 日までは運休） 

(5) 運 行 方 式    業務委託方式 

(6) 運行車両台数    ２台 

(7) 運 行 車 両    ①マイクロバス（定員 35 人） 

ノンステップバス，車椅子乗車ステップ・スペース有り 

            ⇒愛川・高峰ルートを運行 

②ワンボックスバス（定員 10 人） 

            車椅子乗車リフト・スペース有り 

            ⇒中津東部・小沢ルート及び中津西南部ルートを運行 

(8) 利 用 条 件    無し 

(9) 運 賃    150 円 ※小児(小学生)50 円 ※未就学児は無料 

( 1 0 ) 停 留 所 数    126 停留所 

( 1 1 ) 時 刻 表    各停留所への掲示とともに、転入世帯へ配付 

( 1 2 ) そ の 他    車両外装については、町の循環バスであることが一目で分か 

るようデザイン塗装している。 
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町内循環バス ガイドマップ（令和３年６月１日～） 
 

 

実施結果 

平成 23 年７月からの本格運行移行後、１日当たりの平均利用者数は 108.3 人、１

便当たりの平均利用者数は愛川・高峰ルートが 10.9 人、中津東部・小沢ルートが

3.9 人、中津西南部ルートが 4.6 人となっており、コロナ禍の影響で、全体の利用

者数は一時、減少したが、回復傾向にある。 
 

運行期間 運行日数 

乗車人数 

愛川・高峰

ルート 

中津東部・ 

小沢ル－ト 

中津西南部 

ルート 
延べ利用者数 １日平均利用者数 

平成 23 年度 
(7/1～3/31) 

184 12,879 1,987 2,645 17,511 95.2 

平成 24 年度 
(4/1～3/31) 

247 19,603 3,370 4,451 27,424 111.0 

平成 25 年度 
(4/1～3/31) 

244 18,007 3,460 5,206 26,673 109.3 

平成 26 年度 
(4/1～3/31) 

246 17,506 4,443 5,801 27,750 112.8 

平成 27 年度 
(4/1～3/31) 

245 15,530 5,021 6,205 26,756 109.2 

平成 28 年度 
(4/1～3/31) 

245 15,275 5,135 6,091 26,501 108.2 

平成 29 年度 
(4/1～3/31) 

246 18,230 5,331 6,656 30,217 122.8 

平成 30 年度 
(4/1～3/31) 

246 19,750 5,674 7,199 32,623 132.6 

令和元年度 
(4/1～3/31) 

242 19,452 6,448 7,442 33,342 137.8 

令和２年度 
(4/1～3/31) 

243 13,363 6,276 6,282 25,921 106.7 

令和３年度 
(4/1～3/31) 

242 11,177 4,953 4,762 20,892 86.3 

令和４年度 
(4/1～3/31) 

244 11,324 4,137 4,176 19,637 80.5 

令和５年度 
(4/1～3/31) 

244 12,609 4,983 4,938  22,530 92.3 

合  計 3,118 204,705 61,218 71,854 337,777 108.3 

その他課題等 運賃の適正化・交通弱者に配慮したルート設定の検討をする必要があるものと認識 

類似事例  

連絡先 
総務部住民協働課交通防犯班 電話 046-285-6937 

総務部政策秘書課企画政策班 電話 046-285-6924 

備考  
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